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平成19年度「DPC導入の影響評価に関する調査結果および評価」  

最終報告概要  

第5 主な結果  

1 平均在院日数   

（1）平均在院日数の年次推移（表1 参考資料1 p．19～P．37）  

全ての病院類型において、平均在院日数は減少傾向にあった。  

【表1】在院日数の平均の年次推移  

平成20年5月9日   

診療報酬調査専門組織DPC評価分科会  

分科会長 西 岡  清  病院類型   平成16年  平成‖年  平成18年  平成19年   

平成15年度  

DPC対象病院  19．13   18．31   17，35  16．70   

平成16年度  

DPC対象病院  15．54  15．15  14．74  

平成18年度  

DPC対象病院  15．48  14．52  14．48   

平成18年度  

DPC準備病院  15．36  14．97   

平成19年度  

DPC準備病院  15．40   

第1 調査の目的  

DPC導入の影響評価を行うために、診断群分類の妥当性の検証及び診  

療内容の変化等を評価するための基礎資料を収集することを目的とする。  

第2 調査方法  

平成19年7月から12月までの退院患者について、「診療録情報（診療   

録に基づく情報）」及び「レセプト情報（診療報酬請求明細書に基づ〈情報）」  

等を収集する。  
（2）平均在院日数の減少の要因（参考資料1 p．38～P．48）  

平均在院日数の減少の要因を「診断群分頬毎の在院日数の変化によ  

る影響」と「患者構成の変化による影響」とに分けて分析すると、主  

に診断群分類毎の在院日数の減少によるものと考えられた。  

2 入院経路  

（1）救急車による搬送の率・患者数の年次推移（表2 参考資料1 p．49）  

救急車による搬送の率は、平成15年度DPC対象病院及び平成18   

年度DPC準備病院は横ばい傾向であり、それ以外の病院類型では、増   

加から横ばい傾向であった。  

1施設1ケ月あたりの救急搬送患者数は平成18年度DPC準備病院  

は横ばい傾向であり、それ以外の病院類型では、増加傾向であった。   

第3 調査対象病院  

○平成15年度DPC対象病院  

○平成16年度DPC対象病院  

○平成18年度DPC対象病院  

○平成18年度DPC準備病院  

○平成19年度DPC準備病院   

82病院   

62病院   

216病院  

371病院  

697病院  

第4脾こついて  
厚生労働省が受領したフ月から12月の退院患者に係るデータ．（約43  

0万件）のうち、包括払いの対象とならない病棟への移動があった者等を  

除外したデータ（約394万件）を分析の対象とした。また、平成15年  

度～18年度の調査データについても同時期のデータを用いて比較対象と  

した。  
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平成18年度DPC  
ト  L  

準備病院（割合）  u 48．89も喜48．69も】  
（1施設当たり患者数）  213．0  213．1   

平成19年度DPC  

準備病院（割合）  49、即ら  

（1施設当たり患者数）  川 弓＋・＋155．5   

【表2】救急車による搬送の率・患者数  

病院類型   平成15年  平成16年  平成17年  平成18年  平成19年   

平成15年度DPC  

対象病院（割合）  7．9％  8．3％  7．5％  7．4％  7．4％  

（1施設当たり患者数）             71．7  78．8  74．3  79．2  79．2   

平成16年度DPC  

対象病院（割合）  11．8％  12．7％  12．2％  12．4％  12．7％  

（1施設当たり患者数）  60．5  70．5  67．0  69．6  71．2   

平成18年度DPC  

対象病院（割合）  13．3％  13．7％  14．1％  

（1施設当たり患者数）  78．4  85．5  88．9   

平成18年度DPC  

準備病院（割合）  13．3％  13．1％  

（1施設当たり患者数）  57．8  57．5   

平成19年度DP  

準備病院（割合）  13．3％  

】（1施設当たり患者             l ‖  M  n  n  【41．6   

（3）他院より紹介有りの率・患者数の年次推移（表4 参考資料1 p．51）  

他院より紹介有りの率及び1施設当たりの患者数は、平成18年度DP   

C対象病院を除いた病院類型では増力ロ傾向であった。  

【表4】他院より紹介有りの率・患者数  

（1施設当たり患者数）  364，2  392＿6  407．8  448．4  468．7【   

平成16年度DPC   
【   

対象病院（割合）  36．0％  32．4ワも  36．2％  

（1施設当たり患者数）  

平成18年度DPC  

対象病院（割合）  37．4％  34．79も  35＿1％  

（1施設当たり患者数）  219．9  216．1  220、8   

平成18年度DPC  

準備病院（割合）  35．5％  

（1施設当たり患者数）  154．9  ＝62．6   

平成19年度DPC  己  

準備病院（割合）  36．9qも  

（1施設当たり患者数）  115．7   

（2）緊急入院の率・患者数の年次推移（表3 参考資料1 p．50）  

緊急入院の率は、平成15年度DPC対象病院は減少傾向であり、平成  

18年度DPC準備病院は横ばい傾向であるが、それ以外の病院類型では  

増加から横ばい傾向であった。  

1施設1ケ月あたりの緊急入院の患者数は、平成18年度DP C準備病  

院は横ばい傾向であるが、それ以外の病院頬型では増加傾向であった。  

【表3】緊急入院の率・患者数  

病院類型   平成15年  平成16年  平成17年  平成18年  平成19年   

平成15年度DPC  

対象病院（割合）   27．5％  27．3％  25．8％  25．2％  25．5％   

（1施設当たり患者数）  250．1  259．8  253．7  265．9  2了3．8   

平成16年度DPC  

対象病院（割合）  46．9％  46．2％  46．0％  47．6％  47．3％  

（1施設当たり患者数）             243．5  256．2  252．9  268．2  264．2   

平成18年度DPC  

対象病院（割合）  45．8％  l46．49も  46．79も  

（1施設当たり患者数）  268．9  289．2  293．7  

3 退院先の状況（表5、6 参考資料1 p．52）  

（1）自院の外来の割合の年次推移  

自院の外来の割合は、平成15年度DPC対象病院は増加傾向である   

が、平成16年度DPC対象病院は減少傾向であり、それ以外の病院類  

型では横ばい傾向であった。   



■■  

【表5】退院先の状況「自院の外来」  快の割合は全ての病院類型で増加傾向であった。  

【表7】退院時転帰の状況「治癒・軽快」  

病院類型   平成15年  平成18年  平成1了年  平成柑年  平成19年   

平成15年度DPC  

対象病院（割合）   81．52％  82．59％  83．55％  84．16％  84．63％   

平成16年度DPC  

対象病院（割合）   73．56％  74．59％  74．10％  72．13％  了1．63％   

平成18年度DPC  

対象病院（割合）  74．97％  75．41％  75．00％   

平成18年度DPC  

準備病院（割合）  74．24％  74．71％   

平成19年度DPC  

準備病院（割合）  74．91％   

病院類型  平成15年  平成16年  平成1丁年  平成18年  平成19年 

平成15年度DPC  

対象病院（割合）   軽快  70．85％  73．08％  72，45％  74．07％  74．17％  

治癒＋軽快  78．了3％  79．60％  79．01％  79．12％  了9，17％   

平成16年度DPC  

対象病院（割合）   軽快  了0．57％  73．70％  76．い柑  77．86％  78．92％  

治癒＋軽快  80．19％  81．73％  81．61％  82．12％  82．55％   

平成18年度DPC  8．85％  6．88％  4．80％  

対象病院（割合）   軽快  71．72％  74．67％  7フ．24％  

治癒＋軽快  80．57％  81．55％  82．04％   

平成18年度DPC  8．70％  6．99％  

準備病院（割合）   軽快  71．50％  73．40％  

治癒＋軽快  80．20％  80．39％   

平成19年度DPC  フ、49％  

準備病院（割合）   ㌻；▼  ●  72．55％  

治癒＋軽快  80．04％   

（2）転院の割合の年次推移  

転院の割合については、平成15年度DPC対象病院は減少傾向であ   

るが、平成16年度DPC対象病院は増加傾向であり、それ以外の病院   

類型では横ばい傾向であった。  

【表6】退院先の状況「転院」  

病院類型   平成ほ年  平成16年  平成17年  平成18年  平成柑年   

平成15年度DPC  

対象病院（割合）   4．80％  4．73％  4．39％  4．26％  4．38％   

平成16年度DPC  

対象病院（割合）   5．12％  4．74％  4．91％  5．31％  5．29％   

平成18年度DPC  

対象病院（割合）  5．31％  5．40％  5．44％   

平成18年度DPC  

準備病院（割合）  4．94％  5．03％   

平成19年度DPC  

準備病院（割合）  5．02％   

5 再入院率（表8、9 参考資料1p．54～P．72）  

（1）再入院の割合の年次推移  

再入院の割合は、全ての病院類型で増力ロ傾向であった。  

【表8】再入院率「再入院の割合」  

病院類型   平成16年  平成1了年  平成18年  平成19年   

平成15年度DPC  

対象病院（割合）   11．87％  13．03％  13．62％  13，86％   

平成16年度DPC  

対象病院（割合）   11．55％  12．38％  12．87％  13．09％   

平成18年度DPC  

対象病院（割合）  11．98％  12．5用  12．63％   

平成18年度DPC  

準備病院（割合）   12．02％  12．46ウも   

平成19年度DPC  

準備病院（割合）  12．22％  

4 退院時転帰の状況（表7 参考資料1 p．53）  

（1）治癒・軽快の割合  

治癒及び軽快を合計した割合は全ての病院類型においてほぼ横ばい傾   

向であった。なお、治癒の割合は全ての病院類型で減少傾向であり、軽  
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6 患者構成（表10 参考資料一I p．73）   

MDC別の患者の構成割合は、全ての病院類型でMDC06「消化器疾患、  

肝臓・胆道・腫臓疾患」が最も高い割合を占めており、近年の患者構成の割合  

には大きな変化は見られなかった。  

【表10】患者構成  

（2）同一疾患での6週間以内の再入院の割合の年次推移  

同一疾患での6週間以内の再入院の割合は、全ての病院類型で増加傾向   

であった。  

【表9】再入院率「同一疾患での6週間以内の再入院」  

病院類型   平成16年  平成1丁年  平成18年  平成19年   

平成15年度DPC  

対象病院（割合）   6．04％  6．83％  7．26％  7．39％   

平成16年度DPC  

対象病院（割合）   5．01％  5．92％  6．32％  6．49％   

平成18年度DPC  

対象病院（割合）  5．68％  5．88％  6．07％   

平成18年度DPC  

準備病院（割合）  5．58％  6．02％   

平成19年度DPC  

準備病院（割合）  5．95％  

平成15年度   平成16年度   平成18年度   平成18年度   平成19年度  

DPC対象病院   DPC対象病院   DPC対象病鍔完   DPC準備病院IDPC準備病院   

MDC  平成18年  平成19年  平成柑年  平成19年  平成18年  平成19年  平成用年 平成19年   平成18年  平成19年   
01  6．60％  6．12％  677％  丘3D％  G98％  6．82％  6．11％  631％    671％   

02  8．16％  850％  3．94％  」．07％  3．85％  3．8」％  3．98％  ＿i．29？るl   3．87％   

03  5．26％  5．21％  J．29％  Ll．08％  J．50％l  －l．25％  －1－68％【＿】．」2％  ‖  ．ト01％   

04  8．05％  8．07％  1177％  1187％  11．82サム  119G％  12．67％！  12．、18％    12▲1〔）‘沌  

05  9．1」％  9．18％  1037％  1035％  10－87％  11．21％  9．51％  983％  口  9．82％   

06  18．56％  18．64％  22．16％  22．06％  2215％  22．38％  22．29％  2267％    2ユ53？ぺ   

07  7．69％  7．71％  1．89％  5．2▼1％  」98％  5．00％  5．05％  5．08％  】5．09％   
08  1．41％  1．31％  1．18％  1ト1％  1．15％  1．09％  1．28％  1．25％  l・17ウノム M   
09  1．47％  1．61％  1．18％  1．35％  1－22％  1．30％  1．11％  1，22％    1．3（）サム   

10  」．10％  3．97％  3．22％  2．99％  3．08％  2－96％  3．3．1％  3．26％  ㌻320％   

皿  7，49％  739％  8．41％  8」6％  7．96％   7．87％ H  8，16％  8．18％    7・61％；   

四  臥95％  9．07％  7．00％  7．35％  7－00％  7．06％  G．2－1％  6．21％    d，08％   

田  2．99％  2．94％  2．」3％  2．62％  221％  2．3⊥l％  191％芦1．93％  H  円     175†右  卯   
14  3．」7％  352％  2．11％  2．08％  1．90％  1．95％  1．9＿1％  1．95％  il90〔滝   
田  0．79％  0．69％  2－29％  1．83シら   2．15ウも M  1．80％  2．72％  2．22％  ‖  1 231％   

田  5．87％  577％  8．01％   8．20％   弓816％  8．20％  岳870％  8．70％    9．13％   

MじCO3  耳鼻咽喉科系疾患   配沌＝  腎・尿路系疾患及び男性生殖器系疾患   

MDCO4  呼吸器系疾患   MDC12  女性生殖器系疾患及び産礪期疾患・異常妊娠分娩   

MDC13  血液・造血器・免疫臓器の疾患   MDCO5  循環器系疾患  

MDCO6  消化器系疾患．肝臓・胆道・膵臓疾患  MDC14  新生児疾患，先天性奇形   

MDCO7  筋骨格系疾患   MDCT5  小児疾患   

棋DCO8  皮膚・皮下組織の疾患   MDC16  外傷・熱傷・中毒．異物，その他の疾患  



第6 まとめ  

全ての病院類型において、平成18年度までと同様に、平均在院日数は  

減少傾向であり、その要因としては、診断群分類毎の平均在院日数が減少  

することによるものであった。  

一方、救急車による搬送、緊急入院及び他院からの紹介の患者数は増加  

傾向であったことから、重症度の高い患者を避けるような患者選別の傾向  

が見られておらず、診療内容に悪影響は認められないものと考えられる。  

加えて、退院時転帰の状況においては、治癒及び軽快を合計した割合が  

一定であるものの、治癒の割合は減少傾向であることについては、急性期  

としてある程度病態が安定した時点までの入院医療を反映しているものと  

考えられ、急性期として適切な医療が提供されているものと考えられる。  

以上のことから、DPCにより、質の確保はされつつ医療の効率化が進  

んでいるものと考えられる。  

また、これまで増加傾向であった再入院率については、平成19年度も  

引き続き増加傾向がみられた。  

この問題については、DPC特別調査（ヒアリング）を行い、その結果  

を受けての中医協・基本問題小委員会、DPC分科会での議論を踏まえ、  

平成20年度からは、同一疾患での3日以内の再入院（病棟間の転棟に伴  

う再転棟も含む）については、臨床現場の実態として、実質的に一連の療  

養として支障がないものとして、1入院として扱うように算定ルールを見  

直した。今後は、この効果をみるために、引き続き再入院率の動態を確認  

していく必要がある。また、4～7日以内の再入院の例や本来であれば外  

来で実施できると思われる治療でも入院医療で行われている例については、  

今後も実態の調査t検討を行っていくこととされている。  

なお、平成15年度DPC対象病院においては、退院先の状況として、  

自院の外来の割合が増加傾向であり、転院の割合が減少傾向であったこと  

から、退院患者が同じ医療機関の外来へ通院している傾向が示唆される。  

しかし、当該医療機関では、専門外来（外来化学療法・外来放射線療法  

等）を実施している場合が多いことも考えられ、その実態について今後調  

査を行っていく必要があると考えられる。  

○   
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○ 症例毎に基本情報を記叙した調査票（別紙1）とデータ入力用のエクセ  

ルシート（別紙2）を送付して、調査の負荷軽減を図るとともに提出デー  

タ形式の統丁を図った。  

再入院に係る調査について   

1．調査の目的  

○医療効率化の一つの指標として在院日数が剛、られるが、在院日数の短縮  

が図られているなかで、提供されている医療サービスが低下していないか  

どうかを再入院の頻度やその理由を指標として検証する。   

2．班構成   
◎松田 晋哉：産業医科大学医学部公衆衛生学 教授  

西岡 清：横浜市立みなと赤十字病院 院長  

原  正道：横浜市病院事業管理者（病院経営局長）  

注：◎は班長   

3．調査方法  

（1）調査方法  

○ データ抽出条件  

7月から12月までの退院患者に係る調査実施期間中に収集されたデ  
ータのうち7月から10月の退院患者データから下記条件でデータを  

抽出した。  
①入退院年月日及び生年月日に誤りのないデータ  

②4月1日以降入院、退院日が7月1日から10月31日までの患者  

③データ識別IDの重複があり、前回入院から6週間以内に再入院が  

あった場合を再入院ありと判定した  
④一般病棟入院ありの患者を集計対象とした  

⑤医療資源を最も投入した傷病名のICD－10が一致した場合は同一疾  

患、不一致の場合は異なる疾患として、両者の再入院率を集計した  

○ 再入院ありと判定された患者について「再入院調査票」により再入院  

の状況を調査。  

○ 平成19年度分の再入院症例について調査を実施し、昨年実施した5  

年間のデータと共に、平成14年から19年の5年間の変化を把握するこ  

とを目的とした。（今年度調査対象となった再入院症例は約281，000件。）  

○ 本年度は上記調査に加え、7月から10月退院患者のEFファイルを用  
いて、一般病棟からその他の病棟へ転棟し、再び一般病棟へ転棟した患  

者を抽出し、再転棟患者割合の多い病院（割合が2％以上の26病院）  

へ調査票を配布し、再転棟の理由を調査した。   

（2）調査対象病院  

O DPC対象病院360病院とDPC準備病院1068病院の計1428病院  

4．調査の実施状況  

平成18年12月 4日 調査票の発送  

平成19年 1月 31日 データ提出期限  
平成19年 2月～3月 エラーチェック・データ集計等  

（参考）下図のとおり、再入院率の変化は、主として6週間以内の再入院にお   

いて起こっていることから、本調査においては、6週間以内の再入院に限   

って理由を調査。  

再入院の状況  
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⑤予期せぬ再入院における理由の内訳（退院症例に対する再入院症   

例数比率）（図表2・⑤）   

予期せぬ再入院では平成15年度DPC対象病院と平成18年度DPC  

対象病院は全体的に若干の再入院症例数比率の減少があったが、理  

由の比率にはほとんど変化は見られなかった。平成16年度DPC対  

象病院と平成18年度DPC準備病院は共に、増加傾向が見られ、そ  
の中でも「疾患の薔化、再発のため」、「合併症発症のため」に増加  

が見られた。また「他疾患発症のため」は若干減少していた。   

⑥計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」   
に該当した症例のMDC別・退院症例に対する再入院比率・割合   

（図表2・⑥）   

平成18年度DPC準備病院においてMDCO6（消化器系疾患、肝  
臓・胆道・J揮臓疾患）の比率の増加が見られたが他の施設煩型では  

若干の増加傾向はあるものの前年度からの割合の変化はほとんど見   

られなかった。特に平成15年度DPC対象病院と平成16年度DPC  

対象病院においては前年度まで毎年、計画的再入院における理由の   

うち「化学療法・放射線療法のため」に該当した再入院比率の増加   

が大きかったが（平成15年度対象病院の平成14年度から平成18  

年度の再入院比率は年平均0．59％ずつ増加、平成16年度DPC対象  

病院の平成15年度から平成18年度の再入院比率は年平均0．48％増  

加）今年度は増加率が小さくなった。（平成15年度対象病院で平成  
18年度からの比率は0．08％の増加、平成16年度DPC対象病院で   

0．07％の増加）   

⑦計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」   

に該当した疾患名別（上位15疾患）・退院症例に対する再入院比   

率・割合（図表2・⑦）   

⑥で増加傾向が大きかった平成18年度DPC準備病院をみると、   

疾患別では大腸の悪性腫瘍、直腸月工門の悪性腫瘍の比率が前年度と   
比べ増加が見られる。この2疾患について他の施設類型では反対に   

若干の減少傾向が見られた。それ以外で他の施設類型では疾患別の   

割合において特に大きな変化は見られなかった。   

⑧計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法あり」   

を除いた前回入院と今回入院の病名同異別・退院症例に対する再   

入院事由比率（図表2・⑧）   

僅かではあるが、前年度と比較していずれの施設類型でも計画的再   

入院の増加傾向があった。それ以外では特に大きな変化は見られな   

かった。   

⑨前回再入院からの期間別・退院症例に対する再入院比率・割合（図   

表2・（勤）   

全ての施設類型において、前年度からの変化を期間別の割合で見て  

」   

5．調査結果要約   

（1）今年度の調査対象医療機関数及びデータ数の年次推移（図表1）  

平成19年度の調査対象病院は1428医療機関であり、全医療機関  
から回答が得られた。その中で施設類型別の集計対象とした医療機  

関は、調査対象となっている全ての年度で7月～10月退院患者の4  

ヶ月間のデータが揃っている医療機関のみとし、1402病院を今年度  

の施設類型別分析対象とした。  

分析対象退院症例数2，664，729症例のうち再入院調査の対象症例  

数は281，547症例（再入院率10．6％）であった。そのうち回答症例  

数は281，452症例（回答率99．97％）であった。  

（2）施設類型別集計  

①年度別・再入院率（図表2・①）  

DPCによる支払いを受けているかどうかに関わらず、経年比較が  
行える施設類型において再入院率は年々増加傾向にあるが平成15年  

度Df■C対象病院と平成16年度DPC対象病院においては増加率が  
次第に緩やかになってきている。施設類型全体では再入院率が  

10．6％と前年度の10．4％と比較して0．2％増となった。  

②前回入院と今回入院の病名同異別・退院症例に対する再入院事由比  

率・割合（図表2・②）  

前年度と比較すると、全ての施設類型において前回入院と同一病名  

の場合の計画的再入院の比率が増加し、これが全体の再入院率の増  

加原因となっている。但し、平成15年度DPC対象病院、平成16  
年度DPC対象病院の計画的再入院の比率は次第に増加率が緩やか  

になってきていて、特に平成18年度から平成19年度の増加率が大  

幅に減少した。それ以外の病名同異別、再入院事由の区分について  

はほとんど前年度と差が見られなかった。その結果前回入院と異な  

る病名による再入院の割合は相対的に年々減少傾向にある。  

③計画的再入院における理由の内訳（退院症例に対する再入院症例数  

比率）（図表2・③）  

前年度と比較し、計画的再入院では、「検査入院後手術のため」の  

理由はどの施設類型もほとんど変化は見られなかった。「計画的手  

術・処置のため」は平成16年度DPC対象病院では減少し、それ以  

外の施設類型では若干の増加が見られた。「化学療法・放射線療法の  

ため」はどの施設類型でも増加が見られた。  

④予期された再入院における理由の内訳（退院症例に対する再入院  

症例数比率）（図表2・④）  

予期された再入院では平成16年度DPC対象病院で「疾病の悪化、  

再発のため」が若干減少した以外は、他の施設類型では前年度から  

の変化はほとんど見られなかった。  

3  



る。平成18年度DPC準備病院と平成19年度DPC準備病院の2回  
目と3回目の在院日数が短い傾向が見られる。   

⑮・1患者あたりの再入院回数（実患者数／退院症例数）（図表2・⑮）   

前年度と比較してどの施設類型でも1人の患者の平均再入院回数  

は特に大きな違いは見られなかった。   

みると、7日以内の再入院は若干減少しているのがわかる。8日以  

上14日以内の再入院割合の変化はほとんどなく、15日以上の再入  

院においては増加傾向が見られた。   

⑬計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」   

の期間別・退院症例に対する再入院比率■割合（図表2・⑩）   

平成17年度以前と比較すると変化は小さくなってきているが、7   

日以内の割合は減少しており、15日以上の再入院は増加傾向が続い  

ている。   

⑪計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計   

画的手術・処置のため」の期間別・退院症例に対する再入院比率・   

割合（図表2・⑪）   

いずれの施設類型でも年度ごとの変化は小さいが、7日以内の割合  

は減少しており、15日以上の再入院は増加している。   

⑫計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計   
画的手術・処置のため」に該当した症例のMDC別・退院症例に   

対する再入院比率・割合（図表2・⑫）  

平成15年度DPC対象病院では比率合計は前年に比べて微減した   

が、MDCO4（呼吸器系疾患）、MDCO5（循環器系疾患）及びMDCO6   

（消化器系疾患、肝臓・胆道・膵臓疾患）の増加傾向が続いている。   

平成16年度DPC対象病院では全体的な再入院症例数の減少が見ら   

れ、特にM工）CO5、MDCO6が減少した。平成18年度DPC対象病   

院と平成18年度DPC準備病院では再入院症例数の増加傾向が見ら   

れた。平成18年度DPC対象病院ではMI）CO4とMDCO5に加えて   

MDCO2（眼科系疾患）の増加が目立ち、平成18年度DPC準備病   

院ではMDCO5とMDCO6に加えてMDCO2とMDCll（腎・尿路   
系疾患及び男性生殖器系疾患）の増加が目立つという特徴があった。   

どの施設類型も前年度からのMDC別割合の変化は、ほとんどない   

ものと見られた。   

⑬計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計   

画的手術・処置のため」に該当した疾患名別（上位15疾患）・退   

院症例に対する再入院比率・割合（図表2・⑲）  

上位15疾患別の割合で見た場合も、MI〕C別の変化と同様の増減   

傾向が見られた。   

⑭同一病名で「化学療法・放射線療法あり」の再入院回数別在院日   

数（図表2・⑭）   

全での施設煩型において1回目に比べ2回目入院の在院日数は短   

くなり、2回目以降の在院日数はほとんど差がないという傾向が見ら   

れた。また、平成15年度DPC対象病院での1回目入院の在院日数   

が減少を続け、平成16年度DPC対象病院に近い値となってきてい  
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（参考）一般病棟からその他の病棟へ転棟し、その後一般病棟へと  

再転棟のあった症例について（図表2・⑯、図表2・⑰、図表2・⑱）  
6週間以内の再転棟のあった症例数は、極僅かであり、平成15年  

度DPC対象病院では全退院症例数のうち再転棟症例数の比率は  
0．01％であった。比率が高い病院群はDPC準備病院であり、平成  

18年度DPC準備病院が0．10％で平成19年度Df）C準備病院が  
0．12％であった。全施設平均は0．08％であった。比率が2？′ム以上で  

あった26病院（全242症例）を対象に理由のアンケート調査をした  

ところ、再転棟の理由は上位から「他疾患発症のため（30．6％）」、「手  

術のため（27．3％）」、「悪化・再発のため（26．9％）∴「検査のため  

（8．7％）」となった。期間別ではいずれの施設類型でも15 Fヨ～28  

日が最も多く3日以内の再転棟が最も少なかった。   

（3）医療機関別集計（図表3）  

再入院率は医療機関によりかなりのばらつきがみられた。平成19年   
度において、全ての医療機関の中で最も再入院率が高かった医療機関が   

39．3％であった一方、最も低かった医療機関は0％であった。  

（4）結論  

DPC導入以降、DPC対象病院は再入院率が増加する傾向にある。主   
な原因は計画的再入院の増加にあり、特に化学療法・放射線療法の理由   

による再入院の増加が原因となっている。また、退院後3日～7日以内   
の再入院は減少傾向が見られる。早期から参加している平成15年度   

DPC対象病院及び平成16年度DPC対象病院などの医療機関は、再入   
院率の増加が小さくなってきており、また、疾患ごとの年度別割合の変   

化も小さくなってきている。しかしながら個別の医療機関毎にみるとか   

なりのばらつきが存在している。  
引き続き、個別医療機関のヒアリングを含め経年的な動向の把握が重   

要であると考えられる。   



（参考）  

「再入院の理由を把握するための調査」調査票  再入院理由の具体例  

項目   具体例   

（∋ 検査入院後手術の  小児の先天性心室中隔欠損症で前回カテーテル検査の  

ため   ため入院、今回はパッチ閉鎖手術のため入院。  

（D 計画的手術・処置  前臥骨折で入院して観血的整復術をうけた。今回、抜 

のため   釘手術のため入院。  

＊  

療法のため   今回も化学療法を受けるため入院。  

計  
画  
的  

回、術後のカテーテル検査のため入院。  

再      ⑤ 前回入院時検査・  小児で斜視手術のため入院したが、前日夕に咽頭部の発   

入  手術を中止して一時  赤と発熱があったので手術を中止して退院、軽快したの   
院  帰宅したため   で2週間後に手術のため入院。  

⑥ 手術のための体調  前回、極度の貧血のため入院、子宮筋腫の診断のもと貧  

回復をまつために一  血に対する治療を行い退院、今回、貧血が改善したので  
時帰宅したため   手術（単純子宮全摘術）目的で入院。  

⑦その他  

（D 予期された疾患の  前回、胃癌再発で入院し治療をうけて退院、自宅療養中  

悪化、再発のため  であったが腹水貯留が著しく、嘔吐を繰り返すようにな  

り入院。  

＊                 ② 予期された合併症  食道癌治療のため入院、患者の希望で胃癌は造設されな   

発症のため   かったが、退院時誤陽性肺炎がおこることもあるとの説  
予  
期  

明を受けていた。退院一週間後誤礁性肺炎が発症したの  

さ  で入院。  

れ               ③ 患者のQOI．向上  前回、肺小細胞癌で入院したが、ターミナルであるが小  

た 再  

入  今回、痺痛や呼吸困難が強くなり入院。  

院   

患者の都合により退  に不幸があり、下血等の症状がなかったので退院。所用  

院したため   も片付いたので、再度入院してポリープ切除をうけた。  

⑤ その他  
① 予期せぬ疾患の悪  前回、虚血性心疾患で入院、治療をうけて軽快退院、退  

＊  化、再発のため   院時風邪をひかないようにとの注意を受けていたが、心  
不全になるとの説明はうけていなかった。退院1ケ月後  

予  風邪をひき、心不全になったので入院。  

期   
せ ぬ．  されなかったが、今後誤嚇性肺炎がおこりうるとの説明   

再  はなかった。退院1週間後誤嘩性肺炎のため入院。  

入       ③ 他疾患発症のため  前回、白内障のため眼内レンズ挿入術をうけて退院、そ  
院  

の5日後急性心筋梗塞を発症して入院。  

④ その他  

◇医療機関名：  
◇患者データ識別番号  生年月日（西暦）  

◇診療科コード（前回退院時）：   
診断群分類（前回退院時）：   

最医資病名（前回退院時）：   

入院日  ICD－10   
退院日  退院時転帰：   

入院目的：  

◇診療科コード（今回退院時）：   
診断群分類（今回退院時）：   

最医資病名（今回退院時）   

入院日  ICD－10   
退院日  退院時転帰：   

入院目的：  

◇再入院の理由：  

「計画的再入院」か、「予期された再入院」か、「予期せぬ再入院」かをまず判断し、  
その具体的理由の欄に「O」を記入してください。  

「あり得る」合併症の発症や疾患の再発があって再入院した場合でも、それが患者に  
対して十分な説明がなされておらず、予期されていなかった場合には「予期せぬ再入  
院」としてください。   

項目を選択するに当たっては、参考資料の例を参照してください。  
＊計画的再入院  

（）① 検査入院後手術のため  

（）② 計画的手術・処置のため  

（）③ 化学療法・放射線療法のため  

（）④ 定期検査のため  
（）⑤ 前回入院時、検査・手術を中止して帰宅したため  

（）⑥ 手術のための体調回復をまつために一時帰宅したため  

（）⑦ その他（  

＊予期された再入院  

（）① 予期された疾病の悪化、再発のため  

（）② 予期された合併症発症のため  

（）③ 患者のQOL向上のため一時帰宅したため  
（）④ 前回入院において患者の都合により退院したため  

（）⑤ その他（  

＊予期せぬ再入院  

（）（〇 予期せぬ疾患の悪化、再発のため  

（）② 予期せぬ合併症発症のため  

（）③ 他疾患発症のため  

（）④ その他（  



提出された7…10月退院患者データを元に入力  

ますので、入力の必要はありません。  巽色の3列のセルの′、ずれかの選択月支から該  

当するものを選択して下さい。  

間遠っている場合は、「7月から12月までの  
※その他を選択した喋は右漬のセルに理由を  

る調査」の該当月データの再提出が必要に   入力してください。  
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図表1平成19年度調査対象医療機瀾蘭及び分析データ数年次推移  

【＝コ・・細9棚査データ  

l．I■暮射tl岳l豪】瞳と巨l  施設類型   ■ilき徽 Hl，i咤査対象 ム－丁   調査対象病院数（A〉  回答病院数（B）  回答病院串（巳／A）  

H川  H15  Hlt；  H17  H18   
平成15年圧  
DPC対象病院  82   
平成】6年度  

DPC対象病院  62  62  62  62  62  62  62  62  62  62  62  100．0ち  1000！i  100．0ち  1m．肪  100，0！i  

年度   
象痛I完  216  13  丁4  216  216  216  12  丁2  216  216  216  92．3！i  97．3！i  100．0ち  100．0ち  100．0！i  

年度  偏病院   3了1  7  8  10  371  371  6  6  10  371  3Tl  85．7ち  75，0！i  100．0，i  100．0％  100．0篤  

年度  697  6g7  697  100、0覧   
億病l寮  

総計  1．428  80  163  226  370  731  1．428  l 80  161  222  370  731い．428   100．0％  98．8ち  98．2！i  100．0ち  100．0ちll∞．0％   

分析劇■  鏑緻と分一折射11ヨ  
H19施設類型別   分析対象退院症例数（C）ゝ2  分析   対象再入院症例数（D〉※2  分析対象回答症例数（E）  

施設類型  
平成ほ年虐  
［PC対象病院（lケ月有）   79   
平成川年度  
【炉C対象病院（ヰケ月有）   39  98．150   104．991  103．9ヰ7  106．460   107．297  8、717  10．379  10．965  ‖．900  12．000  8．714  10，3了3  10．942  11．899  11．998   

平成柑年度  Z16  545，（X〉6  564，323   569．637  55，ヰ10  58．324  59．821  55．406  58．316  59．799   
DPC対象病院  

平成18年度  371  692．879   696．736  69．186  73，060  69．176  73．051  
DPC雄編病院  

平成19年虔  697  938．728  96．539  96．501  
DPC逢l腋慮陪  

集計  l．402  l277．512  い96．909   l416．6銅  l973．986    い．705．630l2．664．729    い1．296  い6．076  t40．649  い0り30    い77．626l28－．547   121．065  】35．741  l40，223  llOO．975  l177．551   l281．452   

1再人馬寧と回書寧   

H19施披譲型別  再入院宰（D／C）  回答症例革（E／D）  

施設領型    分析対象病院数冗t              Ht4  H】5  H16  汁＝  H‖‡  H19  H14  H15  H】6  H17  H18  H19   
平成15年度  

C対象ホ踪賓◆ケ月右）  79  7．7㌔  9，2‰  9．7㌔  10．7†i  1】．2！も  11．4！i  98．92うi  98．79！i  98．61！i  99．63篤  99．85，i  99．94％   

平成柑年度  
OPC対象璃l完（lケ月覇）  39  8．9ち  9．9㌔  10．5！i  ＝．2烏  11．2％  99．97！○  99．94㌔  99．79，b  99．99‰  99．98㌔  

年度  象病院   216  10．2㌔  10．3‰  10．5！も  99．99％  99．99％  99．96㌔  

年度  371  10．0，ふ  10．5％  99．99％  99．99！占  
偏病l完  

平成19年度  10．3！i  99．96㌔  

総計  1．402  l－？ヽ  l 91％  l9肌  llO・4㌔    llO・呵10・6㌔   l98・92ち  l99・07％  い8調  l9g・85％    l99■96％l99・97も   

※1施設類型別分析では通年で丁月～lD月のヰケ月データが提出されている病院吉男言†対象とLた．  
※2平成l咋度データの分所対象症例数は】1月完時点で病院から提出された7月－■0月データにク廿－ニング処理を施した後・一般病棟入院覇の愚者を集計対象とした症例数であるb  



図表2－①年度別・再入院率  
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図表2－②一1前回入院と今回入院の病名同異別一退院症例に対する再入院事由比率  
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図表2－②－2 前回入院と今回入院の病名同異別・再入院事由割合  
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図表2一③計画的再入院における理由の内訳（退院症例に対する再入院症例数比率）  
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図表2－④予期された再入院における理由の内訳（退院症例に対する再入院症例数比率）  

0．5，乙  1．0ウも  1．5％  2．0写も  2・59乙  0．0％  

□1予期された疾病の   
悪化、再発のため  

□2予期された合併症   
発症のため  

■3患者のQOL向上の   
ため一時帰宅したた   
め   

臼4前回入院において   
患者の都合により退   
院したため   

出5その他  

図表2－⑤予期せぬ再入院における理由の内訳（退院症例に対する再入院症例数比率）  
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悪化、再発のため   

□2予期せぬ合併症   
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め  
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図表2－⑥－1計画的再入院における理由のうち「化学療法■放射線療法のため」に  
該当した症例のMDC別・退院症例に対する再入院比率  
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図表2一⑥【2計画的再入院における理由のうち「化学療法■放射線療法のためjに  
該当した症例のMDC別・再入院割合  

MDC  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

田01神経系疾患   
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患  
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744  380  
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4．373  
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75  日‖5小児疾患   
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4．036  

平成18年度  
DPC準備病院  

平成19年度  
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図表2－⑦－1計画的再入院における理由のうち「化学療卦放射線療法のため」に  
該当した疾患名別（上位15疾患）・退院症例に対する再入院比率   
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口肺の悪性腫瘍  

■卵巣・子宮附属器の悪性   
腫瘍   
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図表2－⑦一2計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」に  
該当した疾患名別（上位15疾患）・再入院割合  

疾患名  

□肺の悪性膿瘍  

田卵巣・子宮附属器の悪   
性l憧瑛   

田子富頸・休部の悪性腫   
瘍   

□大勝（上行結腸からS状   
結腸）の悪性睦傷   

口直腸肛門（直S状積結か   
ら肛門）の悪性膣悪   

口肝・肝内胆管の悪性腫   
頂（若未発性を含む。）   

日非ホジキンリンパ性  

100％  
20ワム  40％  

23 ［］乳房の悪性腫瘍  
麦責－ン：288お草髪  

紫圭343．烹票  33  ロ胃の悪性睦癌  

日食遥の悪性腫瘍（頸部   
を含む。）   

臼急性白血病  

日骨軟部の悪性膳賭（脊   
髄を除く。）   

口前立隕の悪性煙硝  

■院眺腫鶏  

口小脾の禁性陸療   

平成柑年産  
DPC対象病院  

平成18年疫  

DPC準備病院  

平成19年昏  
DPC準備病院  

3．574  

4．了03  



図表2－⑬計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法あり」を除いた  
前回入院と今回入院の病名同異別・退院症例に対する再入院事由比率  
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ロ同一病名   
計画的再入院比率  

■同一病名   
予期された再入院比率  

口同一病名   
予期せぬ再入院比率  

口異なる病名   
計画的再入院比率  

■異なる病名   
予期された再入院比率  
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図表2一⑨－1前回再入院からの期間別・退院症例に対する再入院比率  
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図表2－⑨－2 前回再入院からの期間別■再入院割合  

0ウも  20％  40％  60％  80％  100％  

H16  

□3日以内  

宵4日～7日以内  

口8日～14日以内  

□15日－28日以内  

129日…42El以内  

平成15年度  

DPC対象病院  

施
設
類
型
・
年
度
 
 

N
ひ
 
 

平成16年度  
DPC対象病院  

平成柑年度  
DPC対象病院  

平成柑年度  
DPC準備病院   

平成19年度  
DPC準備病院  

図表2－⑩－1計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」の  

期間別・退院症例に対する再入院比率  
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図表2－⑩－2計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」の期間別一再入院割合  

0％  10％  2肌  30％   40％  50％  60％  70％   80％   90％  100％  

口3日以内  

■4日～7日以内  
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DPC対象病院  

施
設
類
型
・
年
度
 
 

N
」
 
 

平成16年度  
DPC対象病院  

平成18年度  
DPC対象病院  

平成18年度  
DPC準備病院   

平成19年度  
DPC準備病院  

図表2－⑪－1計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と  

「計画的手術・処置のため」の期間別・退院症例に対する再入院比率  
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DPC対象病院  

平成18年度  
DPC準備病院  
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DPC準備病院  
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図表2一⑪－2計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と  

「計画的手術・処置のため」の期間別・再入院割合  
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図表2一⑫－1計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計画的手術●処置のため」に  
該当した症例のMDC兄ぃ退院症例に対する再入院比率   
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MDC  

田01神経系疾悪  
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ヨ04呼吸器系疾患  

□05循環器系疾患  
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ロ07筋骨格悪疾蓬  

田08皮膚・皮下組織の疾患  

口89乳房の疾患  

コ‡8内分泌・栄養・代謝に関   
する疾患   

臼1】貿・尿路系疾慧及び男性  生殖器系疾羞   
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産婚期疾悪■異常妊娠分娩   
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口14析生児疾蓬．先天性奇   
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⊂＝5小児疾悪  
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OPC芋備病院  



図表2一⑬－2計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計画的手術・処置のため」に  
該当した症例のMDC別・再入院割合  
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田】】腎・尿路系疾患及び男性生殖   
器系疾患  
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図表2－⑬→1計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計画的手術・処置のため」に  
該当した疾患名別（上位15疾患）・退院症例に対する再入院比率  

疾患名  

□狭心症、慢性虚血性   
心疾患  

L肝・肝内胆管の悪性   
腫瘍（続発性を含   
む。）  

田肺の悪性腫瘍  

口白内陣、水晶体の疾   
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■胃の悪性腫瘍  

d脊柱管狭窄（脊椎症   
を含む。）  

日大腸（上行緯腸からS   
状結腸）の悪性腫瘍   

8閉塞性動脈疾患  

口上部尿路疾患  

日胆貰疾善（胆衰梶石   
など）  

□胆異水層．纏蕪炎等  

8直腸肛門（直S状結   
鳩から月工門）の悪性   

錘瘍  
口非破裂†生大動脈癒、   
臆骨動脈癌  

tb．檜斉  

田膀胱建窺   
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図表2－⑬一2計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計画的手術・処置のため」に  
該当した疾患名別（上位15疾患）・再入院割合  疾患名   

100覧 □狭心症、慢性虚血性  20％  40％  60％  

心疾患  

F肝・肝内相管の悪■性   
性病（続発性を含   
む。）  

B肺の悪性檀瘍  

口白内陣∴水晶拝の疾 き；  

T胃の悪性睡瘍  

日常柱菅狭窄（脊椎症   
を含む。）  

日大腸（上行末三鷹から   

S状結腸）の悪性腫   
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図表2－⑮1患者あたりの再入院回数（実患者数／退院症例数）  
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国表2－⑱再卓云枝期間別・退院症例に対する再転棟比率  
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図表3 年反別・再入院率  

平成15年庁DPC対象病旧  東邦 7．7！l   6．7％   大竿医僚センター大森病院   5．1％  8．8％   8．8％   8．1％   

平成15年屠DPC対象病瞼  日本大字医宇部附属櫛横病院   丁2％  10．0％   9．1％   9．4％   ◆ ■  10－2％   

平成15年厚DPC対象病院  帝扇大字医宇部附属病院   5．5％   5．6％   6，5％   丁．2＼   7．9兄   9，0，ら   

平成15年犀DPC対象病院  杏林大字医宇部付属病院   8．8％   ‖．1†乙  12．1％  12．8l  14－0％  12．6，l   

平成15年度DPC対ま病院  国立がんセンター中央病月完  22．6％  21．3㌔  23．6％  26，4％  23．9％   

平成15年崖DPC対象病院  東京医科歯科大字医宇部朋偏博院   10．3％   121％  14．41  136l  12．4l  12．1％   
8．7，l   9．7％   9．2％  14．1I  1TO％  17．0％   

平成柑年眉DPC対象病l完  東京大字医卒部附属病院              平成15年厚DPC対象病l亮  公立大字5主人 横浜市立大学附属病院   9．7，i   9．7‰  11．3％  17．7％  16，8％  17．1％   

平成15在庁DPC対象痕腺  北星大●芋病院   9．4％  11．0％  12．8X  13．4†i  13．了％  13，2，i   

平l漫15生庁OPC対象病院  史澹大学医学部付属病院  ：・  ・；・  12．3㌔  16．5†i  lT．9篤  18．6†ら   
平成15生庁DPC対象病院  聖マリアンナ医科大学病院   8．6％   丁9蒐  10．1％  11．Z％  12．1％   12．3％   

平成15生l℡DPC対象癌l農  鮪温大学医歯学総合病院   4．4％   9．0％  10．2‰  11，3％   9．6％   9．8％   

平成15生l書DPC対象1品l寿  lヨ五大筆法人富山大学附属病院   7．8，i   8．5蒐  10．2嵐  TO．5％  12．7％   11．8％   

平成15一臨席DPC対象痕陪  金沢医科大学病院   8．3％   8．0％   了．0艶   8．6l   †6ヽ   7．7兇   

平成15庄庁DPC対i」宗陪  金沢大学医学部附属病院   8．0％   9．2％  10．5艶  10．9％   9．6％  18．5％   

平成15年庸DPC対象親臨  福井大学医学部附属病院   5．5％   丁3％   6．8㌔   7．8％   88％  11．5％   

平成15年l写DPC対象病院  山型大牢医学部附属病l嘉   7．4％   9．3％   一 ●   81l   8．7％   7．7‰   

平成15年」亨DPC対象病l完  取立大学法人 情州大草医学嘲瞞順相和   8．3，も   ●：  15．2兄  12．る％  1q．朋i   13．5％   

平成15年度DPC対象病院  正立大学法人 帳皇大学医学部附属病院   11．3？も  12－7％  10．0％  15．0％  17．7l  18、1％   

平成15年度DPC対象病院  浜松医科大学匠学部附属病院   9．3％  12．2％  11．2％  11．2％  10．8％   1ロ．4％   

平成15年度DPC対象病院  名古屋市立大学病院   6．7，も   8．了％   97l  10，5％  10．0％  11．6％   
6．2，i   7．7蒐   7．8l   8．1％   8．6†；   9．2％   

平成15年暦DPC対象病院  藤田保健衛生大草病l焼              平成15年度DPC対象病院  愛知眉朋大学病院   5．2％   ●：   7．2艶  10．2％   9．5％  10－1％   
平成15年庁DPC対象病院  名古屋大竿医学部附属病『蒜   8．5％   11．8％   13．3％  15．3％  16．2†i  16，7‰   

8．9，l  12，6鷺  18．2％  14．8％  15．4％   17，0，i   

7，7，i  6，9‰  8．0％  9．7％  11．5％  12．1鼠   
6．6蒐   7．7％   9．6篤  10．41   9．7％   

院   8．5％  10．5％   8．9％   ● 一  10．9％  119％   

平成15年居DPC対象病院  東都大牢医学部附属病               平成15年屠DPC対象病院  大阪医科大学附属病院   5．2，も   6，8艶   8．3鷺  10．0％  ‖．0％  13．3％   

平成15年屋DPC対象病院  大阪市立大学医学部附属病院   2．5％   6．5％   7．8％   8．2％   8て＼   了8ヽ   

平成15年居DPC対象病院  関西題朋大学附属枚方病院   6．4％   8，0％   7．2鷺   8．9l  10．0％   111％   

平成15年犀DPC対象病院  近】散大宇t豆宇部阿見病院   8．5％   128％  14．1％  16．8も  16．2％  15．7％   

平成15年度DPC対象病院  田立循Ⅰ豆器病センター   5．7％   7．1％   7．0％   7．7ゝ   8．3！i   9．6％   

平成15年厚DPC対象病院  大阪大竿医宇部附属病院   4．8％   ●；   8．7％   7．9％   9．7％  11．ロ％   

平成15年犀DPC蓼I象病院  兵庫医科大竿病ポ完   5†ヽ   9．0蒐   9．3％  10．0）i  10．8％  12．1≠   

平成15年犀DPC対象病院  神戸大字t藍宇部附属病院   6．5，i   †1ヽ   6．4％   7．2蒐   7．7％   †0．9％   

平成15年庁DPC∃対象病‡妄  奈良県立l爵軋大草附属病院   3．9％   1＋ヰヽ   4．9％   6．5l   8－0％   8．4†ら   

平成15年庁DPC対象病院  和歌山県立医科大字附属病院   7．5，l   8．0艶   7．8％   7．9！6   9．1％   7．丁％   

平成15年厚DPC対象病院  鳥取大平底宇部附属病院   S2†l   7．8，も  10．1％  12．9†i  16．4％  14．2‰   

平成15年犀OPC対象病院  島I丘大字医宇部附属病院   7．6％   9．3％  11．8％  14．4㌔  11．5？も   11．8％   

平成15年犀DPC対象病院  川嶋医朋大字附属廟侶   5．2，i   9，硝   9．7％   9．4％  10，9†i   9．8％   

91＼  10．2％  12．0％   

7£％  10．1％  】1．7％  11．7％  13．0％   

平成15生庁DPC対象4宗陪  香川大学医宇部附属病院   4．9％   6．1％   6．5，も   6．0％   了2†i   7．7！i   

平l汲15庄】守DPC対象癌陪  愛媛大学医学部附属病椚完   5．5，i   5．9†も   7．1％   8．3％   91＼   11．2％   

平成15生庁DPC対象癖l陪  高知大学医学部附属病院   7．8％   12．¢％  11．3％  10．6％  11．2％   12．5†i   

平成15年犀DPG対象病院  】富岡大学病院   6．9％   9．4％   8．6％   ＝ 一   9．7％   8．5％   

平成15年犀DPC対象病院  久留米大学病院   6．9％   8．3％   8．6％   ；●   8．0％   8．6％   

平成15年庁DPC対象病院  摩璽医‡l大学病院   ‥ ニ・  10．1％   12．1％  11．0亀   9．8％   9．9≠   

平成15年愕DPC対象病院  九州大学病院   15．8％  16．Ml  16．4％  15．61  16．1％  15．3％   

平成15年厚DPC対象蔓示院  佐賀大学医学書B附風病院   丁4†i   6．6％   6，4％   7．5†；   か硝   7．79i   

平成】5年序DPC対象病院  長崎大学医学部・酔学部附属病院   ● ●■   7．1†乙   8，2†i   †7＼  10．了％  10，9％   

平成15年庁DPC対象病院  根太大学医学部附属病院   9．5†i   12．2？i  13，3I  15．8l  18．3？ふ  17．3％   

平成15年度DPC対象病院  大分大学医学部附属病l堤   10．9％  12．5％  15．2l  14．0†i  12．4l   12，6％   

平成15年庁DPC対象病院  宮崎大学医学部附属病院   72％   9．3％   8．Ol   8．7㌔   89ヽ   9．9％   

平成15年脛DPC対象病院  鹿児島大学病院   5．6％   7．q％   8．4艶   8．4l   8．4？も   99‰   

平成15生庁DPC対象病院  琉球大字隆宇部附属病院   9－5％   9．1†i  11．5％  12．6％  11．q％   135‰   

38   



国表3 年反別・再入院率  

施設類型   施設名   H14再入院牟  H15再入院率  H16再入院率  H17再入院葦  H18再入院孝  H19再入院率   

平成16年庁DPC対象病院  医療法人相心余病院  一  13％  小3．8％   3．8㌔   5．3％   

平成16年庁DPC対象鎮陪  北海道社会保険病院  10．3‰  10．2％   11．5！i  106繁   

札幌手土会保険総合病院  8．了％   9．3％   7．6％  10．3％   
平成16毎庁DPC対象癌陪                平成16生庁DPC対象癌繰  医療法人渓仁金手稲渓仁会病院  ● ●   94％   9．2†i   12．1％  11．4％   

平成16年斥DPC対象病院  医療法人 母恋 日鋼記念病院  柑5％  21，8％  26．2％   17．8％  14．4％   

平成16年度DPC対象病院  医療法人手土巨日 新日成重職総合病院  18†i   8．9％   9．9％   8．6†ら  13，4％   

平成16年度DPC対象病院  仙台手土会保険病院  8，7蒐   9．5≠   10，1％   7．6％   

平成16年度DPC対象病院  東北原生年金病院  8－8％  115乳   1十6＼  12．7％   

平成16年度DPC対象病院  宮城社会保険病院  60％   72篤   80‰   9．8％   

平成16年度DPC対象病院  独立行政法人国立病院桂楠仙台医療センター  7．6駕   93％   11．6％   132％  124繁   

平成】6年度DPC対象病院  財団法人竹田結合病院  10．9％   99％   86†i   12．8鴇  T2．5％   

平成16年度DPC対象病院  社会保険二本松病院  10．3％  115％   12．7％  10．0％   

平成16生庁DPC対象病院  株式全書土日立製作所 日立総合病院  78％  10．6％   12，1％   134％  11．6乳   
平成16年度DPC対象病院  医療法人社団 筑波吉己意会 筑波記念病院  81％   8q％   69％   7，5％   85％   

平成16年度DPC対象病院  社会保険群馬中央総合病院  6．7％   6，5％   72†ら   8，8㌔   

平成16年度DPC対象病院  医療法人手土匝輝城会沼田脳神紹外科循環器科病院  108！l  14．7％  10．3も   13，3％  123％   

平成16年度DPC対象病院  蛾玉協同病院  4鍋   丁．6鷺   9．2％   74蒐  10．5l   

平成16年度DPC対象病院  社会保険大宮総合病院  g，6％   ●  10．0％  11．0％   

平成16年度DPC対象病院  医療法人社団東光会戸田中央総合病院  5，6％   6，5％   丁7†i   8．8％   9．2乳   

平成16年度DPC対象廟院  独立行政法人国立病院は楢崎玉病院  114％  lZ，2％   13．4蒐   10．7†l  11．6％   

平成16年度DPC対象病院  医療法人鉄蕉会亀田総合病院  10，7ヽ  10．0％   11．5㌔   127％  12．1％   

平成t6年辰口PC対象病院  独立行政法人国立病傾闇闇千菱医療センター  83！も   ー ー   119％   11．2％  13．6，も   

平成16年度DPC対象病院  手土会保検中央総合病順  6．8≠   5，9％  7．5†ら   9，3％   

平成16年序DPC対象病院  城東社会保険病院  10．9，i   7．4％   5．8％   9．硝   

平成16年度DPC対象病院  東芝病院  8q％   9．0％   9，7％   9．1†乙  10．7％   

平成16年斥DPC対象病院  東京医療生活協同組合中野鷹合病院  5構   60嵐   6．3％   5，7％   5．8％   

平成16年度DPC対象病院  医療法人財団河北】告合病匹完  乙7％   51＼   63％   丁．6％   丁2％   

平成16年虔DPC対象病院  社会保眉朋庚申央病院  82篤   4．7％   93乳   7，9諷   

平成16年度DPC対象病院  川崎手土会保険病院  106％   91＼   60％   射兢   
平成16年度DPC対象病院  商砺市民病院  l】．3弘  11．2％  10．8％   11．4％  12′3％   

平成16年度DPC対象病院  金沢社会保険病院  113％   8．5％   6．8％   9．4†i   

平成16年庁DPC対象病院  社会1呆阪山型病院  ニ ー■・   8．5％   10．了％  10．Z†i   

平成16監房DPC対象病院  l岐阜書土会保険病院  87％   8鍋   8．5％   1T，8％   了．8％   

平成16生庁DPC対象病院  社会揺祉法人聖隷福祉事業団総合病院聖謙譲松病院  10，了％   93≠   8．8％   88‰   9．5％   

平成16生育DPC対象森膀  ‡土会保険中京病院  11．0％   10、3％   10．3弘  】1．1％   

平成†6年斥DPC対象癌陪  医療法人社団 洛和会 洛和全音羽病院  9．4％  10．3も  10．4％   10．7％   9．1％   

平成16生産DPC対象病院  医療法人橋会 東住吉森本病院  6．5％   丁2％   72％   59％   6，8㌔   

平成16生唐DPC対象病院  医療法人萱能会井上病院  13．6％  125％  13．4％   15．5％  11了㌔   
平成16年度DPC対象病院  4公下記意病院  7．3㌔   9．3％   8，3％   10．2％   97％   

平成16年序OPC対象病院  屯圭康保険組合連合会大阪中央病院  8．3％  11，8％   10．0％   9－1％   8．0㌔   

平成16年度DPC対象病院  医療法人芸弘会若草第一病院  6．3％   62†i   7．5％   ：●・   6．Hら   

平成16年度DPC対象病院  宰ケ丘厚生年金病院  ▲  9．2‰   8．5％   9．4％   

平成16年度DPC対象病院  独立行政法人岳】立病院披絨大阪南医療センター  12．5蒐  †4．0％  17．1％   17．4覧  15．1％   

平成16年度DPC対象病院  医療法人伯凰会赤穂中央病院  5．6篤   9．5鴇   97％   8．8％   9．4％   

平成16年度DPC対象病院  独立行政法人国立病院桟欄欄戸医療センター  d一拍   5．9％   52％   5．0†ら   7．0％   

平成16年度DPC対象病院  独立行政法人国立病院機構両軸歌山医療センター  1．6％   8．3％   ● 一   ；●  12．0％   

平成16年度DPC対象病院  財団法人捜風会岡山旭兼病院  5．1％   4．9㌦   5，0駕   5．6％   4．5％   

平成16年度DPC対象病院  財団法人倉敷中央病院  1（）．3％  10．6％   11．6篤   13．0％  144％   

平成16年厚DPC対象病院  独立行政法人国立病院拙稿岡山医療センタ【  6．1‰   9．3％   111％  12，9％  15．8％   

平成16年庁DPC対象病院  マツダ株式会社 マツダ病院  ・●   66％   7．4％   7．9％   7，6乳   

平成16年度DPC対象病院  綜合病院社会保険徳山中央病院  ・；   98％   1ロ．1％  11．7％   

平成16年度DPC対象病院  挺康保険鳴門病院  8．5％   ；●・   7．8‰   7，7㌔   

8．5嵐   7．4％   了＋1ヽ   7．5艶   7．3†b   

平成16年崖DPC対象病『完  医療法人雪ノ聖母会 聖マリア病院              平成16年度DPC対象病院  社会保険久留米第一病院  17Ol  20．3％   21．4％  208％   
‖．0％  12．5％  106％   11．3，i   9．9％   

平成16年度DPC対象病院  ！翫塚病院              平成16年度DPC対象病院  独立行政法人国立病院徴構九州医梗センター  ‖．2％  14．9％  175％   19．1乳  16．5％   

平成18年度DPC対象病院  佐貫社会保l蔓病院  5．2†乙   5，5％   8．1％   8．1％   

平成18年度DPC対象病院  促優保険托早総合病院  8OIi   8，1％   J二ヽ   99％  11．7％   

平成16年度DPC対象病院  1廷厚保険八代総合病院  82％   9．2％   7．5％  1【），1乳   

平成†6年庁DPC対象病院  t廷康1兼l英人盲持合病β完  ；◆′   8．6％   tl0％   8．8％   

平成†6年庁DPC対象病院  促庚保険天草中央総合病院  6．3％   10．1％   ● ■・・  117†色   

平成16年虔DPC対象病院  I寺定医僚法人敬愛会 中碑病院  7．9％   9．1％   7．6％   86？l   9．8l  



図表3 年度別・再入院宰  

平成18年厚DPC対象病院  大阪昔寮病院  】0．3％  107≠  12了％   

平成18年l菅OPC対象病院  医療法人 美杉会1左藤病院  6．9？も   7．9％  10．3％   

平成18年度DPC対象病院  淀川キリスト教病院  9＋1ヽ   8．9鷺   9，0％   

平成18年虔DPC対象病院  財団法人 住友病院  ● ●  102％  10．2㌔   

平成柑年度DPC対象病院  財団法人 田附異風会 北野病院  8．4％  11．0‰   9．2％   

平成18年圧OPC対象病院  医標法人財団阪南眉掘闇祉センター 阪南中央病院  8．5％   8．5％   臥9％   

平成18年庁DPC対象病院  富田林病院  7．1％   95％   76％   

平成18年度DPC対象病院  医療法人 壬生会 Pし病院  7．3㌦   6．q％   8．1㌔   

平成18年度DPC対象病院  医縦法人徳洲会 八尾徳洲会総合病院  96‰   9．0％  111％   

平成18年屠OPC対象病院  大阪厘生年金病院  9．5％  1l．8％  1Z．6㌔   

平成柑年厚DPC対象病院  大阪府湧生会中津病院  7司㌔   9．5％   8．8㌔   

平成柑年仔DPC対象病院  社会福祉法人思照財団大阪府頭生会吹田病院  118㌔  11．7％  120％   

平成18年仔DPC対象病院  箕面市立病院  9．1ち   72％   8．2㌔   

平成18年序DPC対象病院  市立池田病院  9．6㍍   9．4％  †0－5㌔   

平成18年犀DPC対象病院  独立行政法人国立病院機構大阪医偏センター  15．8蒐  】4，1㌔  15．1㌦   

平成18年度DPC対象病院  社団法人明石市医師会立 明石医療センター  8【）％   9．3‰   7，3も   

平成18年庁DPC対象病院  神戸アドベンチスト病院  77†i   5．7！‘   5，0㌔   

平成18年斥DPC対象病院  独立行政法人国立病院隊構姫路医療センター  2〔〉．9㌔  171％  15．即占   

平成18年度DPC対象病院  崇良社会塀眉藩滞  8－5％  11，7㌔   10．6‰   

平成柑年l彗DPC対象病院  11．0篤  8．8％  9．0％  

平成18荘庁DPC対象病院  8．3†ら  8．9ち  9．5％  

平成柑毎」菅DPC対象病院  
平成18生」官DPC対象病院  7．6％  64％  82㌔  

平】淀18墾庁DPC対象病院  189誌  

平成18年庁DPC対象額罰農  85％  9．4％  91％  

平成18年庁DPC対象病應  117鴛  

平成18年度DPC対象病院  84‰  丁7‰  9．5㌔  

平成柑年度DPC対象病院  65％  了5も  8．3曳  

平成18年度DPC対象病院  70‰  79罵  879℡  

平成18年反DPC対象病院  9．1㌔  

平成18年度DPC対象病院 平成18年度DPC対象病院  14．9鼠  99S 95％  

福岡県済生会福岡総合病院  85艶  9．4㌔  7．9㌔  

平成柑年度DPC対象病院 平成18年度DPC対象病院  165％  

医療法人天神会新吉質病院  59％  88％  

平成18年度DPC対象病院  141宝  

平成18年度DPC対象病院  116乳  

平成18年度DPC対象病院  6，5蒐  て1＼  59㌔  

平成18年度DPC対象病院  65？こ  7．q㌔  75㌔  

平成18年度DPC対象病院  1＝指  

平成柑年度DPC対象病院   68㌔  
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図表3 年廣別▲再入院率  

施設類型  施設名   H14再入院率  H15再入院率  州6再入院畢  H17再入院奉  H18再入院牢  H19再入院奉   

平成18年庁DPC塑傭病l嘉    医雁法人社団北鶏通計許会】Ll翼面一条病F完  】0．1％   6．6％   

平成18年庁DPCj藍l∬病院    医療法人 北濃道循環器病院  49％   8．4繁   
11，2％  11．5％   

平成柑年月DPC漫櫨病院    市立札幌病儲              平成18生1曹DPC塑像病院    札幌両≡条病院  3Jl．3篤  39．3％   

平成柑年度DPC準棚病院    医療法人 徳洲会 札幌東徳洲会病院  8．7温   8．5％   
平成柑年庁DPC準備病院    医療法人 母恋 天使病院  10．5熟   9．2％   

平成柑年度DPC準   傭病院  KKR札幌医綴センター  108％  12．2％   
平成18年犀DPC準   廿病院  医療法人恵佑会札幌病院  11．7％  13．9％   
平成周年度DPC進   傭病院  医療法人五月会 小笠原クリニック札幌病院  82％   了．2†i   

平成用年度DPC墜†   二こ  特冨医療法人 北】歌会 札幌北杭病院  28．3㌔  28．5％   

平成18年庁DPC墜   t膚病一蒜  医療法人社団 碩心会 心陥血管センター 北海道大野病院  8：＼   5．2％   

平成18年度DPC塑   」「L  社会福祉法人函佳厚生院函館五稜郭病院  ■ ●  11．8％   
平成18年度DPC塑   憺病院  社会権祉法人函館厚生院 函館中央病院  9．5％  10．5％   
平成柑年度DPC準傭病院    医薇法人雄心会 函館新都市病院  q4％   5．1㌔  

準備病院   市立函館病院  ；●  10．5％  
傭病院  医便法人 併韻全 くにもと病院  11．2！も  12，4％   

平成柑年度DPC塑   」鼻病院  ‡彗合病院 釧路赤十字病院  10．1％  1l．6％  

t■病睦  独立行政法人 男働舌根康福祉機構 釧路労災病院  11，0㌔  1†．4％  
檎病院  医療法人社用北斗 北斗病院  丁9t  10，0≠  

蔓  t慮病院  八戸市立市長病院  149，－   9，8％   
90＼   8．7？l   

平成18年暦DPC墜   臆病院  十拙田盲有立中央病院              平成18年圧DPC雄   丑病院  岩手県立久慈病院  丁，q％   9．川   
平成18年厘DPC塑傭病院    石巻赤十字病院  89Ii   9．6％   

平成18年圧DPC墾傭病院    石巻市立病院  11．1苫  11．8％   

平成18年斥DPC準膿病院    宮城県立がんセンター  199％  2－l．6鴛   

平成18年厚DPC準柑病院    総合南東北病院  88Ii   9．4％  

傭病続   大崎市民病院  ；・   11．5％  

備病院   仙台赤十字病院  50％   4，8％  

憺病】堤   市立秋田総合病院  16．8％  11＋きl   

平成柑年度DPC準憺病院    秋田赤十亨病院  10．Ol   99＼   

平成18年度DPC準膿病院    山形市立病院済生餌  11．3％  11．8†i   

平成18】王庁DPC韮傭病院    山形県立中央病院  13．8％  t3．4篤   
8．5†l  14．3％  

平成18飯l曹DPC塑1▲鎮腔    財団法人三友曾病院                」藍癌陪   怯同市立宅内病院  10．4蔦  12，了㌔  
t一銭腺   医療法人 案公会 あづま臓神紹外科病院  7．3l   q．7％   

平】乱柑年庵DPC呈皇一義病陪    弄晃管】落合病院  6．4％  6．2†i   
平l拉18生庁DPC塑臆病険    財団法人太田綜合病院附属太田西ノ内病院  10．0）i  10，8％   
平成18年度DPC準傭病院    松村総合病院  11．2！も   6．1艶  

憺病院   水戸禾＋享病院  9．3％   9．jヽ  

（瞥病院   水戸済生会総合病院  9．8，（  10．1％  
∬病院  株式会社日立製作所 多賀総合病院  5．6％   6．1Ii  

1■病院  総合病院土浦協同病院  12．7l  11，9l   
平成柑年虐DPC  ≦筐  r r』・  友愛記念病虜  11．8l  11．3覧   
平成18年席DPC準   庸病院  龍ヶ崎済生会病院  丁7†乙   6．7％  

ノ・左  医療法人 つくばセントラル病院  13．鵬  10．4％  

傭病院  独立行政法人国立病院線描井戸医療センター  11．7％   12．3％  

t譜病院  総合病院素点医朋メ層筍ケ浦病院  8．2l   8．2‰   

平成柑年度OPC準備病院    茨城西南医療センター病院  丁4％   8．8％  

備病偏   社団法人全殴社会保険協会連合会 宇都宮皐土会保険病院  8．5％   7．3％  

†一病院  栃末県厘生悪妻協同組合i更合会 下都賀総合病院  8．0蒐   68％  
情病院  佐野圧生農業協同鯛合連合会 佐野厚生総合病院  6．2蒐   7．6％  

t一病院  上部電圧生還芙協同組合連合会 上都賀結合病院  12．8繁  11．2％  

丑病偏  国l監医療福祉大学病院  12．丁％   11．1蒐  

1繍病院   医療法人社団日吉会 日吉病院  98％  12．2％  

傭病院   黒沢病院  5．†％   8．1艶  

∬病院   分立森岡総合病院  10．0％  11－2％  

1∬病院   医療法人社団協友会 果大官総合病院  9．2l   6．0％  

臆病院   医療法人 武蔵野総合病偏  9．3％   9，3％  

センター  9．7％   8．2％   

憺病腐   埼玉医科大字総合層媚              平成18年度DPC■準傭病院    医療法人｝土団】痩弘会 池袋病院  7，8％   3，3％   

平成18年厚DPC準1書病院    医揉法人財団明理芸 春日部中央総合病脂  1‘I．6％  13．1≠   

平成柑年度DPC  準腸病院   越谷市立病偏  10．6≠  13．3％   
平成18年序DPC準揃病院    医療法人社団ジャパンメテイカルアライアンス更埼玉】箸合病院  8一月％  13，5％   

平成18年厘DPC  一ヨ藍・・こ   社会福祉法人思賜財団5斉王墓支部埼玉県済生章票禍病院  11．2％  10，4㌔   

平成18生庁DPC準1■病院    医櫻法人財団・腔和会 みさと几I和病院  9．7†i   8．4≠   

平成18生】雪DPC進一臆病陪    医療法人 三愛会総合病院  丁9％   7．41   
平l戎18生庵DPC塑柑病院    さいたま赤十字病院  8．9％   10．3％   

平成†8生庁DPC  墾億痕l宝   深谷赤十字病院          105％  】3．1l   
平l並18餐：席DPC  進1さ痕賠   千葉県がんセンター  ●；  21．3％   

66％   70‰   

73％   6．3艶  

11．‖i   10．2ち  

8．7l   9．8‰  
12．2篤  14．8％  

∬病院   医搭法人財団明理会 新松戸中央総合病院  12．2％  †5＋6ヽ   

医療法人 財団明理会 行徳総合病院          5．9％  7．1％   
9．4％  11．0†も   

平成18年厚DPC  婆  t■病院                  平成18年厚DPC蓬   1書病院  東京歯科大学市川総合病院              平成柑年虐DPC  墾  傭病院  社会保険船機中央病院  
8．7㌔   8＋1＼   

平成18年席DPC筏   腺病偏  医療法人沖縄観洲金手葵襟洲会病院  8．丁％  10，9％   

平成18年犀DPC墾   臆病虜  日本赤十字社 成田赤十字病院  12．3艶  14．3％   

平成18年度DPC撞   甘病院  財団法人自警金策東嘗冨病院  9．1％  10．1忘  

傭病院  虎の門病院  12．2l  11．4％  
傭病院   東京都済生会中央病院  16．1％   柑．4％  

値病院   毘際医療福Ⅷ大草三田病院  14．0％   】6．9％   

平成18年厚DPC  準一書病院   蚤東庄生年余病院  17．7％  21．4％   

平成柑年庁DPC準備病慕完    財団法人東京耳順沌！医療公本土大久保病院  13．3㌔  12．8！i   
平成柑年度DPC  il‘■願隋   財団法人ライフ・エクステンション研電所 付属 永弄総合病院  7．9％   8．0‰   

法人甘育金 貨育会病院  ll．5％   8．8㌔   
平成18年度DPC準備病院    手土会福祉               平成柑年度DPC準傭病院    医療法人社団上恨江会 江環病院  8．1％   8．0％   

平成柑年麿DPC準臆病院    医療法人】土団藤崎病院  5．0篤   7．8％  

憺病院   東京労災病院  9．0篤   11．0㌔  

情病院   日本赤十字社東京都支部 大諦赤十字病院  11．6諷   9．9％  

腺病院   手土釜保険蒲田‡岩倉病院  1l－1％  15．8％  

’偵病院   医掟法人社団 七仁会 田国調布中央病院  13．6㌔   15．6ワふ  

償病l旋   財団法人日産圧生会 玉川病院  109％   9．8㌔  

J   伊藤病院  1．0％   1．1㌔  

傭病院  9．1％  9－8た  

l繍病院  7．2％  78㌔  

1血痕陪  5－8蒐  6．6‰  

l鎗痕l焼 備病院  7．8％  8Jヽ  

医療法人財団明理会大和病院  さ．9†i  

嬉病陪 備病院  73†b  10．0％  

186％  ‖．7㌦  

備病院  7，9㌔  8．4覧  

備病院  46乳  7．4㌦  

肺病院  115㌔  11．9％  

備病院 情病院  73㌔  9．1％  

国家公務員共済組合連合会立川病院  11．2％  

備病院  10．7％  

併病院 倫病院  56覧  57覧  

舎医科大学附属第三病院  81Dこ  

倫病院  96％  9．2㌦  

6．8㌔  76％  

條病院 備病院  TO8㌔  10，8㌔  

備病院  6．5㌔  7ユ㌔  

備病院  7．】毘  TO覧  

傭病院  80ラ乙  86㌔   
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図表3 年度別・再入院牢  

J．藁■  施設名  H14再入院壬  H15再入院率  州6再入院率  H17再入院婁  H8再入院牽  H19再入院率  

臆病瞳  葉山ハートセンター  7．9％   6．1％  

倫森臨  横須賀市立市民病院  13．6‰  11．7％  

臆森綬  横須富市立うわまち病院  ・；・   丁6％  

臆病腔  平塚市民病院  11．3％   】0．0蒐  

備病院  藤沢市民病院  9．9≠   8．8％  

備病院  小田原市立病院  106％  11．1？ら  

碩病院  医療  主人尽誠金 山追記念総合病院  10．3％  105Il  

碩病院  医療  主人社団相和会 渕野辺総合病院  7．4％  132％  

條病院  医療  主人社団三見会東名原木病院  93％  103％  

謄病院  尾賜財団済生会横浜市南部病院  98㌔  11．7％  

備病院  医療  主人社団 明芳金 枝演旭中央総合病院  6，1％   63策  

備病院  医探  五人社団告生会 上白根病院  15－Z％  15．8㌔  

備病院  医療  主人社団三言全 様；兵鮪緑総合病院  9．2％   62㌔  

備病口完  国富公発見共三斉組合】更合金 横i兵莱共済病院  g9％   8．2％  

條病院  医療5  主人社団明芳会 横浜新都市脳神経外科病院  ●  5，0乳  

備病院  川嶋医療生活協同組合 川嶋協同病院  8，9％   5．8‰  

臆病院  国家公務月共済組合連合会 虎の門病院分院  8．0％  117％  

腺病院  犠演市立市民病院  13－7％  15．5‰  

情病院  神棄J  l県立がんセンター  Zl．4％  257Ii  

備病院  長岡赤十字病院  11，6％  13．1％  

10．6％  12．7％  

情病院  新潟県圧生農業協同組合連合会 長隠中央持合病院                 備病院  冨山市立富山市民病院  9．1％  10，2㌔  

備病院  冨山ノ  赤十字病院  7．1％   7．0％  
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国表3 年産別・再入院率  

施孟夏類型  施設名   H14再入院率  H15再入院宰  H16再入院享  H17再入院享  H18再入院率  H19再入院率  

t粛病院  医療法人 同心会「首翼総合病院  103％  123％  

l一病院  県立延岡病院  1009も   97％  

止痛除  今絵姿総合病院  ‥ ●   9，7㌔  

l■病陪  医療法人格東金整形外科米盛病院  2．6％   3q‰  

「二鮎  相良 病院  40．5†i  369‰  

情病院  小倉記念病院  12．4彗   133弘  

傭病院  池田 病院  63篤   q．5％  

憺病院  出水都医師会立 阿久根市民病院  一；・  109％  

傭病院  出水総合医療センター  609も   8．3㌔   

平成18年度OPC準備病院   独立行政法人硯立病院捻欄鹿児島医療センター  120％   15．2％  

傭病院  医療法人おもと金 大浜第一病院  72％  79乳  

情病院  那覇市立病院  83％   10．3‰  

臓病院  医療；主人中部億洲会 中部徳洲全病院  12．7気  105㌦  

傭病院  社団法人 北部地区医師会病院  11．5％   11．5％  

備病院  沖縄協同病院  ●；   82㌔  

l■病院  医療法人 沖縄徳洲会 南部徳洲会病院  6．7％  11．3％  

1■病院  沖縄県立中部病院  14．1％  14，3？ム  

（膚病院  総合病院沖縄赤十字病院  86％   9，9％  

備病院  沖縄県立北部病院  9，7％  10，5‰   

平成18年唐DPC連騰病院   沖縄県立 両部医一隊センター・こども医療センター  84％  101％   
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図表3 年反別・再入院率  

施投類型  施設名  H14再入院畢  H15再入院孝  H16再入院率  H17再入院率  川8再入院率  H19再入院率   

平成19生」菅DPC埜腹痛陪   KKR札攣某医便センター 斗両病院  16．6％   

平成19生唐DPC装備！宗陪   医療法人 札幌中央病院  6．9曳  

墾傭痕隙  札幌鉄道病院  10．3㌔  

10．5％  

4．7，l  

6．1㌔  

4．6嵐  

3．硝  

5．5  

準謄病院  医  去人社団豊生会 東苗穂病院  105％  

準情病院  医  主人社匠仇レスサッボロ北光記念病院  6．2㌔  

準備病院  医  主人ネ土田愛心怯 善心メモリアル病院  12．0％  

準條病院  匡  主人 柏葉脇闇欄外‡斗病院  3．1乳  

準臆病院  医療法人徳洲会 札幌徳洲全病院  6．8艶  

準庫病院  特別医療雇人 東和会 西両病院  4．鍋  

準傭病院  医便法人社団 エス・エス・ジェイ 札幌整形循環器病院  7．4㌔  

準備病6完  西岡第▼病院  0．3％  

準備病院  医事蚕  法人社臨l康社会 札幌しらかば台病院  5．5％   

平成19年厚DPC準備病院   医療  法人社団明生会琴似ロイヤル病院  14．0％   

平成19年斥DPC準備病院   医  主人第友会 札幌秀左全病院  3．9％  

＝   ・；－  医  主人社団カレスサッボロ稲穂記念病院  11．9％  

埜1膚病院  新  尾奈牽全病院  18．d％  

革傭病院  医療法人 渓和会 江別病院  11．8％  

準備病院  市立千」諾市民病院  85乳  

準愉病院  医僚法人社団 我汝会えにわ病院  1．3蒐  

準備病院  輿愛会病院  9．3％  

準備病院  函館市医師会病院  12．7乳  

準l償病院  医療法人社団函館脳神経外科 函館腿神経外科病院  3．6％  

準備病院  手土合福祉法人 北力道社会事業協会小樽病院  
i隼憺病院  JA］  ヒき毎進度生連1隊町気圧生病院  g，1†i  

準備病院  JA北海道眉生逆 旭川原生病き完  8ヰヽ  

I虚病院  名寄市立総合病院  イ＋1ヽ  

主監l塵癌陪  医療法人社団 平成皆塾 苫小牧重病院  48‰  

（倉病院  王子総合病院  8．4粗  

傭癌陪  苫小  牧市立病院  り1ヽ  

市立別路総合病院  10．9％  

イ■忘R暮                   1■鎮陪  釧路市医師会病院  12．1も  

l■病8完  医  五人孝仁金 星が浦病院  7．1兇  

墾傭病瞼  JA  海道厚生連 南広原生病院  11，3l  
「・・＝  【栗  主人社団香和会おびひろ呼吸器科内科病院  32．8罵  

】1．3，も  

1－6†i  

情病院  JA：】  ヒヨ皇道圧生連 網走厚生病院  9．3†ら  

備病院  特別医療法人 明生会 網走億神経外科・リハビリテーション病院  3．5％  

備病院  JA北海道厚生連∴遠た厚生病院  】0－0％  

牌病院  独立行政法人労働者恨毘福祉機構 岩見沢労災病院  8．3％  

l慮病院  岩昇  沢市立総合病焼  83％  

情病院  留萌市立病瞼  96†i  

（＃病院  砂J  立病院  †1．0％  

億病院  深J  立病院  8．7％  

情病院  滝J  立病院  9．4％  

31．6†i  

情病院  社団  法人磋蚤会∵青森慈恵会席侶  情病院  独立行政法人屈立痢院機捕適北病院  4，2％   

平成19年度DPC準†償病院   あおもり協立病院  6．6％   

平成柑年度DPC準備病院   津軽保」廷生活協同組合 酔生病院  92％  

備病院  独立行政法人労働者触庸福祉磯欄∴計森労災病慮  7．丁％  

l膚病院  八戸赤十字病院  】2．3％  

t慮病院  医療法人 平成会 八戸平和病院  1（】．6≠   

平成19年度DPC準備病院   黒石市国民促廣保候黒石病囁  8．1％   

平成19年度DPC  準備病院  岩手県立大倉芸濃病院  7．0％  

備病瞥完  岩手県立磐井病鴨  9．1≠  

一徹病院  岩手県立二戸病院  8．2％  

l鷹病院  医綬法人清和会㌧奥州病院  射撒   
平成柑年度DPC準情病院   若手  県立胆沢病院  川．9†と   

平成19年庁DPC塑借病膀   公立刈由】寄合病¢完  88％  

1JI．0†己  

臆病隙  財匝l法人圧生会 仙台及生病院                 値痛8舎  tヨ安公務員共済組合連合会：東北公済病院  1ユ0†i  

I庸癌陰  財巨l法人仙台市医療センター 仙台オープン病院  10．1％  

愉病I焼  中嶋病院  4．6㌔  

伯ほ引繰  財  主人宮城県成人病予防協会附 属仙台循環器病センター            6．Ⅷ  
「こ・  底  主人松田会 松田病院  1，6l  

傭病院  医療  法人明和会 中通総合病院  12．4％  

償病院  秋田組合総合病院  11．6％  

l蘇病院  山本組合総合病院  8．5％  

12，0㌔  

傭病院  市立横手病院                 膿病院  平匿総合病院  10．5％  

t庸病院  独立行政法人労働者但康福祉機構秋田労災病院  6．0㌔  

條病院  由利組合総合病院  10．6％  

愉病院  雌l夢中央病院  7．9％  

情病院  仙北組合欄泊病院  10．9†b  

情病院  公立苧枚共済組合東北中央病院  9．1‰  

傭病院  米沢i石立病院  10．8㌔  

傭病院  山形県立日本海病院  11．7も  

憺病院  山形県立河北病院  10．3㌔  

碓病l境  公立置賜総合病院  9†＼  

備病院  医療法人社団山形東心会 庄内余目病院  9．7％  

謄病院  財団法人 大原符合病傾  6．9％  

肺病院  待合病瀾己 清畠赤十字病院  9．0九  

牌病院  医療  生協わたり病院  85曳   

平成19年度DPCユ  単価病院  財団法人 鮎神経疾患研究所 附属 爾東北福島病院  7，8㌔   

平成19年度DPC牽臆病院   5斉王墓福島総合病院  12．5l  

腺病院  福島  県立会浸総合病院  11．8㌔  

條病院  会淫中央病院  8．3㌔  

描病院  財団法人 呈だ合病院  7．4％  

憺病院  独立行政法人労働者促雁福祉桟橋福島労災病院  l】，7ち  

備病院 l盾病陪  10．7㌔  

公立  9，1㌔  

1庸痕陪  5．4㌔  

臆病陳  ＝．9㌔  

．む■示  6．5㌔  

備病院  7．7篤  

備病院  9．5㌔  

備病院  6．5㌔  

備病院  7．2チん  

備病院  20．3覧  

條病院 偵病院  61駕  

財団  B3＼  

源病院  76㌔  

揃病院  78㌔  

備病院  10㌔  

欄病院  94㌔  

腺病院  75㌔  

備病院  121†云  

備病院 備病院  62㌔  

備病院   q．5？こ  

学校   83号こ   
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図表3 年虔別・再入院率  

傭病院   独立行政法人田立病睦捜掻 災害匡碩センター  8．3l  

1甘病院   東貫j凱老人医環七ンクー  14．7鴇  

信願 10．哺  

■  病院  粛京逓院                1此  病院  思賜財旺l済生会横浜市東部病院  79鷺  

謄  病院  財団法人神安川県￥友会 けいゆう病囁  10．3％  

膿  病院  医僚法人社団 愛友全 会沢文庫病院  8．鴎  

t膚病院   医標法人柏堤会（財団）戸僅共立第1病院  6．7％  

I膚病Ⅰ暁   国賓公務員共済個合連合会 梗須賀北駈共済病院  8．飢  

7．9㌔   

J・；   社会福祉法人 日本医塚伝道金 紋全病院 衣笠病院              平成19年屋DPC準惜病拐    社会福祉法人 聖子レジア会 総合病院 聖ヨゼフ病院  13．7％  

情魚院   財団法人同友会 蕗沢湘南台病院  5．6諷  

傭病院   茅ヶl卑市立病院  14．鍋  

傭病院   医療法人徳洲会 茅ヶ崎観洲会総合病院  13一TIl   

平成19年圧OPC準膚病院    学校法人北里竿嘔l北里大学東病院  17．6†l   

平成19年圧DPC遣憺病院    津久井赤十字病院  5－6諷   

平成】9年庁DPC準備病院    三浦市立病院  13．鞘   

平成19年厚DPC準l♯病F完    JF本市立病院  9．Ol   

平成19年庁DPC雄膿   病院  湘南厚木病院  9．5％   

平成19年斥DPC進膿   病院  医梗法人憶洲会大知媛州全病院  9．鍋   

平成19年度DPC準傭   病院  医標法人社巨司 PR育毛 桜ケ丘中央病院  5．9％   

5．鍋   

平成19年廣DPC獲せ   病院  湘南晃病p完              平成†9年度DPC運傭   病焼  社会福祉法人 積善福祉協会 国際観苦総合病院  ‖．8％  

13．5％   

9．一馬   

平成19年度DPC準櫛病l完    医療法人望仁会太田総合病院  5．2嵐  

†徹病院   日本鋼管病院  18．2％  

1∬病F冥   日本医Il大字道元正小杉病院  5．q％  

l農病日裏   医療法人社団亮正金 総合烹連中央病院  6．1覧   

平成19生lぎOPCき隻l薗癌陪    川崎市立多摩病院  9．9㌔   

平成19生庁DPC逢傭病賠    神変Ill県立循Ⅰ売器呼吸器病センター  15．8も   

平成19生仔DPC蓬l∬癌E含    新潟市民病脂  10，4％  

3．1％  

丑  病院  鮪温中央病蘭                傭  廟l完  茹濫県立がんセンター鮪温病院  36．3l  

丑  病院  医標法人桑名男娼帽≡ 桑名病院  6．3l   

平成19年度DPC墜膿   病院  医療法人 愛仁会 亀田第一病院  8－2％   

平成19年度DPC撞傭病院    医錐法人立川メディカルセンター 立川綜合病院  10．0％   

平成19年度DPC墾傭病院    新票i県立中央病院  8．9％   

平成19年厘DPC’  準丑病院   新潟県圧生産業協同媚合連合会 上越総合病院  82％   

平成19年度DPC年債病陵    小千谷総合病臨  11．4％   

平成19年度DPC準備病院    新潟県立十日■r病院  了：l   

平成19年庁DPC  墜  ⊥・・＝左  独立行政法人労働者鮭康福祉綾練燕労災病院  8．用   

平成19年度DPC準傭   病院  町立湯沢病院  5．9％   

平成19年度DPC準   償病院  富山県立中央病院  13，1曳  

鑓病嬢  冨山県済生会雇山病院  8．2％  

情病院  八尾】空合病院  いl．諏   

平成19年度DPC逢   丑病8完  烹l軋市民病院  9．0㌔   

平成19年庁DPC護   彿病院  医療法人社匡l整東金 沢田記念吉岡整志全病院  15，3駕   

平成柑年度DPC  準  1廿病l完  独立行政法人・計働者礎腐植組織横言山労災病院  9．6†i   

6．3％  

平成19年暦DPC掌   膿病F完  氷見市民廟侶                  丑病院  黒部市民病院  
9．Ol  

；匠総合病 】1．2篤  

t■病F完  市立砺院                  傭病院  公立字校共5斉組合北陸中央病院  ＝】＼  

t■病院  三宝芸冨山病院  6．5l  

l■病l完   ！打水市民病l完  9．2†i  

（■病院   同署公務員共5斎場合i空合芸 北陸病院  11－5≠   

平成19年席DPC進腺病l焼    金沢赤十字病院  9．4％   

平成19年厚DPC  箪丑病院   石＝県立中央病院  11．8％  

庸病院   石川県済生会金沢病院  11．8％  

丑病院   医療法人社団 浅ノ川 浅ノ川総合病院  8．3！b  

廿病招集   医療法人社匠l中央会 釜沢有Ⅰ公病院  9．6％  

l膚痕陪   El民側‖讃保険 小松市民病院  了．8㌔   

平成19年庁DPC≦墜l一銭陪    一石立輪島病院  70鳥   

平成柑年層DPCj墜lさ病陪    珠洲市総合病院  TO3も   

加習市民病院  93Ii  

1．2％  

平成19生存DPC進l血痕陪                    臆病陪   医療法人手土同法ノ川 金沢脳神権外科病院                1腋病院   公立つるぎ病院  9．4％   

平成19年庁DPC墜   t■病院  ‡吉井県立病F完  8．9繁   

平成19年】晋DPC準   臆病院  ‡吉井赤十字病院  12．3％   

平成19年度DPC進   愴病瞭  1吉井循環器病院  6，8％  

1潜病院  1吉井圧生病院  ¢，7Ii  

甘病院  公立丹南病院  50㌔  

情病院   市立甲府病院  7．q㌔  

血・   臨民健康儒l萎 富士吉田市立病隣  8．6も  

1∬病院  医療法人 優麗全 盲吹中央病院  4．1％  

膿病6完  長野医療生活協同組合 長野中央病院  8．7≠  

輩  傭病院  市立間谷病院  9．7篤  

準  臆病院  偵！優俣！簑岡谷塩嶺病院  12．9も   

平成19年席DPC塗   條病院  飯田1苛立病院  138％  

墜備病院   依田病院  TO！b  

温t一病院   個！和会病院  58㌔  

進臆病隕   最！抒県立須坂病院  】06％  

伊南た王台病院  1l，5ヲi  

準備病院   昭和                準愉病院   一石立大町総合病院  8．2㌔   

平成19年度DPC準備病院    飯山赤十写病F完  8．4％  

準腸病院   糧含王 墓取】防中央病院  137鴇  

主星傭病院   長野県厚生農業協同組合遥合会佐久総合病院小海分院  72％  

準柑病院   長野県厚生農業協同組合連合会 富士見高原病院  7．1㌔  

墜柑病院   安曇野赤十字病院  9．8S  

準備病8完   岐阜県】篭合医梗センター  11．q＄  

赤十字病院  り．8㌔  

準鱒病院   轟支星                準憎病院   朝日大草歯学判朋順胴上書己忘病院  20．2％  

87㌔  

6．4†｝  

8，4㌔  

10－5㌔  

韮億癌陪  6，7雪  

温情病瞼  82†L  

準備病院  63†；  

準備病院  10，1㌔  

準搭病院  了．4㌔  

準備病院 準備病陵  16．9㌔  

憺病院  4．8％  

7．1粗  

準備病院  6．2㌔  

準備病院  28．1㌦  

準備病院   1（】．6％  

準備病院  62l  

準備病院  92㌔  

備病院   6フ㌔  

準備病院  5，9㌔  

′・■－  9B㌔  

【備病院  164モこ   
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匡】表3 年度別・再入院享  

J． 指■  施設名  H14再入院率  H15再入院喜  H16再入院宰  H17再入院孝  H柑再入院率  H19再入院率  

倫病棟   静岡  市立静岡病院  12．9％  

倫病院   紳同市  立清水病院  77‰  

倫癌綬   舌争閻徳洲全病院  59％  

イ農森陪   焼津市  立結合病院  83％  

備病院   菊川  市立総合病院  11，2％  

備病院   掛川  市立総合病院  9S＼  

倫病    袋井市立袋井市民病院  12．4％  

傭病    磐田  市立総合病院  9．3％  

備病    Jノ凸、紳岡厚生連 遠州病院  6．8％  

腺病    労働者促康福祉機構 浜松労災病院  了．8†乙  

備病    医療法人 社団 松愛会 松田病院  8．7篤  

頒病β  7【  名古屋市立東市民病院  6．7％  

臆病院   医療法人蜂友会 はちや整形外書斗病院  13．9㌔  

＝ ■・    医療法人 里生会 総合上飯田第一病院  臥4㌔  

情病    愛知  県済生会病院  8．1㌔  

腺病    名古犀鉄道能庸保険組合 名鉄病院  9．7㌔  

偵病    医療法人未済会 増子記念病院  126％  

描病院   名古屋セントラル病院  10．6％  

臓刷  ツt  森田保個傭生大学坂文描報徳曹病院  14．8％  

備病院   医療法人名古屋記念財団 名古屋記念病院  12．9％  

條病院   岡崎市民病院  8．7％  

腺刷    医療法人 鉄友金 手野病院  52篤  

臆病院   一言  市立市民病院  8－7，b  

備病院   公立陶生病院  11．2％  

鳳剤  J【  半田  市立半田病院  9了㌔  

偵病拐   害日井市民病院  9．1％  

臆病院   豊川市民病院  78＼  

欄病    愛知県厚生農業協同組合連合会 安城更生病院  9．5％  
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国表3 年産別・再入院率  

施設類型  施除名   H4再入院率  H15再入院率  H16再入院率  H17再入院率  H柑再入院宰  H19再入院率  

進膿病賠   西脇市立西脇病院  5．5‰  

韮l慮癌陪   兵庫儒立がんセンター  23－7％  

蓮l鷹病隙   高砂市民病院  5．8％  

韮  1膚癌陪  医療法人沖縄徳洲会 意砂西都病院  ●■  

準  傭病院  加古川市民病院  6．6曳  

準  憺病院  医療法人社団l磨心会 暇心病院  4．2鷺   

平成19年庁DPC準   丑病院  財団法人甲南病院 加古川病院  9．1％   

平成19年度DPC準   膿病院  三太市立三末市民病院  8，6≠   

平成19年庁DPC準   鱒病院  市立加西病院  9．2Ii   

平成19年度DPC準   t蒼病院  医療法人社団正峰会 大山病院  7．0‰   

平成19年序DPC準   t∬病院  医療法人中央会 尼崎中央病焼  8．3％   

平成19年盾DPC蓬   情病院  1市立川西病院  8．1蒐   

平成19年斥DPC準   一書病院  市立伊丹病院  8．1艶   

公立 4．9％  

平成19年厚DPC孝一粛病院    神崎総合病院                準牌病儲   公立宍粟総合病院  

準  膿病院  医縁 
12，2％  

法人社団 光風会 長久病院  3．0，ら  

i藍  柑病月完  】許日銀広畑病院  9．6乳  

準  ∬病Ⅰ堤  医綴法人三呆会ツカザキ病院  ら．2乳  

準  「．・転  医療法人社団 六心会 恒生病院  2．2％  

器  憺病院  真星病拐  
平成19年度DPC準傭病院    神 

6．0，も  

戸市立医上陽センター中央市民病院  12．2％   

平成柑年度DPCヰ愉病傾    医療法人社団 神幻会 神鋼病院  12．6鬼  

t■病6売   西神戸医便センター  5．6％  

情病院   兵庫県立西宮病院  1Jl．4も  

謄病院   兵庫県立加古川病院  8，7％  

傭病院   兵厚県立塚口病院  9，6％  

憺病院   明石市立市民病院  8．0†i  

憺病院  医標注人 松本快生会 西票艮中矢柄院  4．4％  

傭病院  医療法人 尿亡芸 西の京病院  12．0％   

平成19年屋OPC葦   牌病院  市立票艮病院  

10．2）○  平成19年庁DPC準   腺病院  医療法人社団臼北会 田北病院            6．8％      偵川副持  大町扇田市立病院  
7．8†；  

イ倉癌l焼   財団法人天理よろづ相扱所病l焼  115乳  

傭病院   天理市立病院  8．3％  

1書店陪   医療法人社団l吉浦会 高井病闇  7．2％  

t■病院   医療法人 搾会 平尾病院  11l－4％  

7．1％  
5．1％  

7．6％   

8．0曳   

平成19年圧DPC準傭病院    奈良県立三重病l完  
8．9†i  

奈良県立恵良病l完  
tさ病院   独 歌山労災病院  

9．6％  

立行政法人男働舌根慮福祉縫楕 和  9．8％  

傭病院   医療法人 愛晋会 中江病院  9．0％  

7．1％  

庫病院   済生会和歌山病l焼                柑病院   医療法人 南労虐∵紀和病院  6．5％  

∬病院   北出病l焼  8．1‰   

平成19年犀DPC準傭病院    財団法人白浜医療福祉財団 自演はまゆう病院  7．9l   

平成柑年度DPC準備病院    新宮市立眉媚センター  7．6％  

億病院   日本赤十字社和歌山医療センター  8．7弘  

腺病院   手土会保険1矧両病院  12．5％  

臆病膜   鳥取生協病院  
福祉機構 山陰労災病院  

6．5％  

7．9％  

「：・ニー   独立行政法人 薯働者併履                 傭病院   医療法人間菅会 博愛病院  8．4％  

情病院   鳥取県立厚生病院  10．4％  

t■扉和完   ‡巻舌病院松江生協席順  9．4％  

t■  病院  松江市立病院  8．D％  

亜  病院  益日赤十字病院  8了ヽ  

僚  病院  社団法人益田市医師会立 益田地域医療センター医師会柄順  90ヽ  

備  病院  玉造厚生年金病院  48％  

1膚  病院  医療法人 沖縄ほ洲毒 出聖徳洲会病院  8．2％  

備病院   川嶋医科大竿附属川崎病院  11．0％  

備病院   医原法人社団卜光生席順  4．7％  

備  病院  医綴法人社団十全会心眼病センター榊原病院  15．7†乙  

備  病院  医原注人β1手8毒 手井医竿研究所附属病院  13．9乳  
l血一芸陪   医療法人 βl村会 しIfい病院  7．0％  

傭l宗陪   医療法人 水和会 総合病院 二れ島中央病院  8．2？i  

臆病院   財団法人 注凰会 倉敷第一病院  4．9％  

臆病隕   医療法人脈和会 倉敷妃念病院  5．6％  

倉敷成人病センター  16．4％  

一員癌隙                   憺病臨   医療法人 天利】会 松田病院  27．9％   

平成19年暦DPC準傭   病院  倉敷平成病院  
平成19年庁DPC準備   病院  佐 

4，9％  

藤胃腸科外科病8完  12．4％  

傭  病院  医療法人満梁金高梁中央病院  6－5％  

腸  病院  医椿法人社団一罰1＝会 金光病院  9．7≠  

t■  病院  医療法人社団娘壮会 金田病院  10．1％  

庸病院   広島鉄道病6完  12，3†占  

4．8％   

傭病院   広島医療生活協同棚合 広島共立病院              平成19年厚DPC装備病院    烹隔ニュータウン病院  10．8㌔   

平成19年庁DPC逢傭病院    荒木脳神個外科病院  0．9％   

平成19年度DPC準憺病院    公立みつぎ総合病院  8，1％  

情病院   公立学校共済繊合 中国中央病院  11．7†ら  

じ二・▲   計本桐管福山病院  9．2，i  

傭病院   医療法人祥初会 帖神経センター大由記念病院  6．5？も  

傭病院   市立≡次中央病院  65，も  

1庸病院   広島県圧生農芸協同組合連合会 尿島総合病院  11．4％  

備病院   済生会広島病院  7．7％  

情病院   医療法人社団沼商会 沼隈病院  61㌔   

平成19年庁DPC準備病院    独立行政法人国立病院瀾眉儒山医療センター  10．耶こ  

憺病院   山口県済生会下関総合病院  102㌔  

丑病院   宇部興産株式会社中央病院  10．8‰  

傭病院   済生会山口総合病院  123㌔  

傭病院   政市民病院  11，5％  

淋病院   山口県立総合医療センター  9．5㌔  

傭病院   医療法人社団同仁会同雨記芸病院  7．7蒐  

博病院   光市立光総合病院  1十1ヽ  

牌病院  19，9％  

廿病院  10．8㌔  

偵癌綬  7，7％  

l鷹島陪 臆病瞭  11．8％  

医療法人川島会川島病院  116‰  

備病院 條病院  156℃  

阿南医師会中央病院  66㌔  

憎病院  7，5覧  

浦病院  114㌔  

備病院  9．6㌔  

傾病院  D．ロ‰  

傭病院  勺2，も  

碩病院  111㌦  

備病院  7．5㌦  

備病院  9．9チこ  

備病院  117雲  

備病院  40覧  

備病院  123た  

着病院′  8．4㌔  

点病院  
茄病院  7．8㌔ 92年L   
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囲蓑3 年度別・再入院率  

①
 
 
 



中医協  診－ 3  

2 0． 5． 2 1  

診調組  D－ 3  

2 0． 5． 9  

② 平成19年度調査で指摘のあった、4～7日以内の再入院や本来であ  

れば外来で実施できる治療を入院医療で実施している例については、引  

き続き調査する。  

③ 適切なデータを提出できるよう、データの質を確保するための取組を  

図ることとする。  

④ DPC制度の在り方や調整係数の廃止に伴う新たな機能評価係数等を  

検討するために、詳細なデータ分析等を行う。   

イ㈲＝こついて  
当調査を補完し、適切な算定ルールの構築等について検討するため、平  

成19年度と同様にDPC評価分科会において、調査内容に基づいた意見  

交換（ヒアリング）を行う。  

その他、適切にデータを提出できず、データの質に重大な疑問等があっ  

た場合には、DPC評価分科会において、その原因等について調査を行う。  

り 調査対象の医療機関  

現在のDPC対象病院及びDPC準備病院（＝加え、適切なデータを提出  

し、当調査へ協力することができる病院は、当調査へ参加することができ  

る。  

○ 当調査へ参加することができる病院の基準  

① 看護配置基準が10対1以上である一般病棟を有する急性期病院  

であること。  

※ 10対1以上を満たしていない病院については、満たすべ〈計画  

を策定すること。  

（∋ 診療録管理体制加算を算定している、又は、同等の診療録管理体制  

を有すること。  

③ 標準レセ電算マスターに対応したデータの提出を含め「フ月から  

12月までの退院等患者に係る調査」に適切に参加できること。   

平成20年度におけるDPCに関する調査（案）について  

1 平成19年度調査の概要   

DPC導入の影響評価を行うために、診断群分類の妥当性の検証及び診療  

内容の変化等を評価するために調査を行った。   

調査の結果は、診断群分類毎の平均在院日数が減少傾向にあるなか、重症  

度の高い患者を避けるような傾向もないことから、診療内容に悪影響は言忍め  

られなかった。   

さらに、退院時に治癒の割合が減少していることについては、ある程度病  

態が安定した時点までの適切な急性期入院医療の提供を反映しているものと  

思われ、DPCにより質の確保はされつつ、医療の効率化が進んでいると考  

えられる結果であった。   

一方、これまで増加傾向にあった再入院率については、19年度も引き続  

き増加傾向がみられたが、特別調査及び中医協における議論に基づき、3日  

以内の再入院を1入院として取り扱うこと等のDPCの算定ルールの見直し  

を行った。  

2 平成20年度調査について  

（1）診断群分類の妥当性の検証及び診療内容の変化等、DPC導入の影響を  

評価すること  

（2）DPC制度の在り方や調整係数の廃止に伴う新たな機能評価係数等を  

検討すること   

等を目的とした調査内容とする。  

なお、当該調査のデータは、診療報酬の点数を設定する上で基本となるデ   

ータであり、DPC制度の根幹に関わるものであることから、一層のデータ   

の質の向上等を図る。  

ア間引こついて   

（〇 これまでと同様に、DPCの影響評価のための基礎的な調査として、  

7月から12月までの退院患者に係る調査とする。  

なお、従前ではDPC算定病床である一般病棟から療養病棟等へ転棟  

した場合にはデータを提出せず、最終的に当該病院を退院した時点で1  

入院に係るデータを提出することとしていたが、急性期入院医療に係る  

データを収集する目的から、一般病棟からそれ以外の病棟へ転棟した時  

点でもデータの提出を求めることとする。  




